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第１回
定例会

平成30年度 骨格予算を可決
　平成30年第１回定例会は、３月５日に招集され、会期を
12日までの８日間と決め開催されました。
　平成30年度一般会計及び各特別会計、水道事業会計の予
算をはじめ、平成29年度各会計補正予算、条例の制定など
議案26件、承認３件、報告１件を審議しました。

　一般質問では２人の議員が質問に立ち、町政に対する理事
者の考えを質したほか、各常任委員会より報告書の提出があ
りました。
　また、議員提出議案として国、関係機関へ要請する意見書
３件を審議し、うち２件が原案どおり可決されました。

◇審議して決まったこと�･･･････････････････････P.２０
◇監査報告･･･････････････････････････････････････P.２１
◇一般質問･･･････････････････････････････････････P.２２
◇議案審査の結果報告･･････････････････････････P.２３

◇経済産業常任委員会報告�････････････････････P.２４
◇民生文教常任委員会報告�････････････････････P.２７
◇議員出席状況�･････････････････････････････････P.２９

審 議 結 果
区　　分 結果 番　　号 議　　件　　名　　等 継続審査・調査

議　
　
　

案

そ の 他
承　認 承 認 第１号 専決処分の承認を求めることについて

承　認 承 認第２号 専決処分の承認を求めることについて

承　認 承 認第３号 専決処分の承認を求めることについて

条例制定 ◎
平 成２９年
議案第６２号

七飯町小規模企業振興基本条例の制定について 経済産業常任委員会報告

予　　 算

◎ 議 案 第１号 平成30年度七飯町一般会計予算

◎ 議 案 第２号 平成30年度七飯町国民健康保険特別会計予算

◎ 議 案 第３号 平成30年度七飯町後期高齢者医療特別会計予算

◎ 議 案 第４号 平成30年度七飯町介護保険特別会計予算

◎ 議 案 第５号 平成30年度七飯町下水道事業特別会計予算

◎ 議 案 第６号 平成30年度七飯町土地造成事業特別会計予算

◎ 議 案 第７号 平成30年度七飯町水道事業会計予算

条例改正

◎ 議 案 第８号 七飯町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定について

◎ 議 案 第９号 七飯町国民健康保険税条例の一部改正について

◎ 議案第１０号 七飯町学校法人の助成に関する条例の一部改正について

◎ 議案第１１号 七飯町保健福祉在宅サービス条例の一部改正について

◎ 議案第１２号 七飯町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

◎ 議案第１３号 七飯町国民健康保険条例の一部改正について

◎ 議案第１４号 七飯町介護保険条例の一部改正について

◎ 議案第１５号 七飯町介護保険料率の特例に関する条例の一部改正について

◎ 議案第１６号 七飯町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正について

◎ 議案第１７号 七飯町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正について

そ の 他 ◎ 議案第１８号 冬トピア団地89-1棟長寿命化改修建築主体工事請負契約について

補正予算

◎ 議案第１９号 平成29年度七飯町一般会計補正予算（第13号）

◎ 議案第２０号 平成29年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第5号）

◎ 議案第２１号 平成29年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第3号）

◎ 議案第２２号 平成29年度七飯町下水道事業特別会計補正予算（第2号）

◎ 議案第２３号 平成29年度七飯町水道事業会計補正予算（第3号）

そ の 他
◎ 議案第２４号 町道路線の認定について

◎ 議案第２５号 町道路線の変更認定について

補正予算 ◎ 議案第２６号 平成29年度七飯町一般会計補正予算（第14号）

そ の 他 報告済 報 告 第１号 平成30年度一般財団法人北海道大沼国際交流協会事業計画及び予算の提出について

選 挙 選 挙 第１号 函館圏公立大学広域連合議会議員の選挙

意見書等
◎ 発議案第１号 所有者不明の土地利用を求める意見書

◎ 発議案第２号 洪水回避等を目的とした流量確保のための中小河川の河道掘削の予算の確保を求める意見書

● 発議案第３号 生活保護費削減計画の撤回・中止を求める意見書

その他　

選　任 議会運営委員の選任

報告済 各常任委員会報告

報告済 出納検査報告

報告済 定期監査報告

承　認 閉会中の委員会活動の承認について

　　◎＝全員一致で可決　　○＝賛成多数で可決　　●＝賛成少数で否決　　×＝賛成なしで否決
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条
例
制
定

◆
七
飯
町
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
の
制
定

経
済
産
業
常
任
委
員
会
よ
り
、

そ
の
審
査
結
果
の
報
告
書
が
提

出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
原
案
可

決
し
た
。

�

公
布
の
日
か
ら
施
行

�

（
報
告
書
は
23
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◆
七
飯
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
制
定

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ

り
、
保
険
者
機
能
の
強
化
の
た

め
、
今
ま
で
国
の
基
準
に
従
い

都
道
府
県
で
定
め
て
い
た
基
準

を
、
各
市
町
村
で
定
め
る
こ
と

（
権
限
移
譲
）
に
よ
る
条
例
の

制
定
は
、
全
員
一
致
で
原
案
可

決
し
た
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

一
部
平
成
30
年
10
月
１
日
施
行

条
例
改
正

◆
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

算
定
方
式
を
段
階
的
に
北
海

道
の
基
準
に
合
わ
せ
る
た
め
の

改
正
。平

成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
学
校
法
人
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

規
定
す
る
特
定
教
育
・
保
育
施

設
を
助
成
対
象
外
と
す
る
改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
保
健
福
祉
在
宅
サ
ー

ビ
ス
条
例
の
一
部
改
正

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事

業
の
住
所
地
特
例
の
適
用
。

�
公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
条
例

改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
見
直
し
に
伴
い
、
介
護
保
険

料
等
の
改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
介
護
保
険
料
率
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

世
帯
員
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
生
活
保
護
基
準
相
当
額
以

下
等
で
あ
る
者
に
対
す
る
介
護

保
険
料
の
軽
減
措
置
を
、
平
成

30
年
度
も
引
き
続
き
行
う
た
め

の
改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
等
の
一
部
改
正

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
に
よ
り
、
関
係
条
例

の
一
部
改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
包
括
的
支
援
事
業
の

実
施
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

基
準
省
令
の
平
成
27
年
度
改

正
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
包

含
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例
の

一
部
改
正
。

�

公
布
の
日
か
ら
施
行

補
正
予
算

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
︵
第
₁₃
号
︶

大
中
山
小
学
校
改
築
事
業
等
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
千
270
万

３
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
129
億
５
千
700
万

円
と
し
た
。

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
︵
第
₁₄
号
︶

新
野
菜
広
域
流
通
施
設
整
備

に
よ
る
補
正
と
し
て
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
24
億
４
千
110
万
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
153
億
９
千
810
万
円
と
し

た
。

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
５
号
︶

国
庫
支
出
金
返
還
金
等
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
千
894

万
２
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
41
億
９
千
35

万
９
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３

号
︶居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給

付
費
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
千
708
万
７
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
27
億

６
千
657
万
３
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

２
号
︶

下
水
道
整
備
事
業
費
等
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
220
万
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
９
億
６
千
30
万
円
と
し
た
。

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

収
益
的
収
入
を
４
千
169
万
円

追
加
し
５
億
３
千
652
万
円
に
、

収
益
的
支
出
を
２
千
394
万
１
千

円
追
加
し
４
億
９
千
250
万
７
千

円
に
、
ま
た
、
資
本
的
収
入
を

６
千
438
万
円
減
額
し
１
億
２
千

955
万
３
千
円
に
、
資
本
的
支
出

を
２
千
863
万
４
千
円
減
額
し
３

億
３
千
308
万
７
千
円
と
し
た
。

報

告

◆
平
成
₃₀
年
度
一
般
財
団
法
人

北
海
道
大
沼
国
際
交
流
協
会
事

業
計
画
及
び
予
算
の
提
出
に
つ

い
て

そ

の

他

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
））

除
雪
に
対
す
る
補
正
と
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
千
939
万

７
千
円
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
129
億
７
千
923
万
３

千
円
と
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
））

建
築
確
認
申
請
に
対
す
る
補

正
と
し
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
47
万
円
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
129
億
７
千
970
万

３
千
円
と
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
12
号
））

除
雪
に
対
す
る
補
正
と
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
千
万
円

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
130
億
２
千
970
万
３
千
円
と

し
た
。

◆
冬
ト
ピ
ア
団
地
₈₉

－

１
棟

長
寿
命
化
改
修
建
築
主
体
工
事

請
負
契
約

▽
契
約
の
方
法

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

９
５
，
６
８
８
，
０
０
０
円

▽
契
約
の
相
手
方

　�

カ
ワ
マ
タ
・
松
栄
・
東
商
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◆
町
道
路
線
の
認
定

新
規
整
備
及
び
町
道
移
管
に

よ
り
７
路
線
を
認
定
。

◆
町
道
路
線
の
変
更
認
定

路
線
変
更
に
よ
り
２
路
線
を

変
更
認
定
。

◆
議
会
運
営
委
員
の
選
任

田
村
敏
郎
委
員
の
辞
職
に
よ

り
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
、
中
島
勝
也
委
員
が
選
任

さ
れ
た
。

選

挙

◆
函
館
圏
公
立
大
学
広
域
連
合

議
会
議
員
の
選
挙

田
村
敏
郎
議
員
の
辞
職
に
よ

り
七
飯
町
の
定
数
に
欠
員
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
横
田
有
一
議

員
が
選
出
さ
れ
た
。

発

議

案

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見

書
２
件
が
可
決
さ
れ
、
要
望
事

項
と
し
て
各
関
係
機
関
及
び
各

関
係
大
臣
に
送
付
し
た
。

意

見

書

◎
所
有
者
不
明
の
土
地
利
用
を

求
め
る
意
見
書

◎
洪
水
回
避
等
を
目
的
と
し
た

流
量
確
保
の
た
め
の
中
小
河
川

の
河
道
掘
削
の
予
算
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

平
成
₃₀
年
第
１
回
定
例
会

七飯町　議会だより
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例
月
出
納
検
査

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
、
歳
入
歳
出
外

会
計
及
び
各
基
金
に
係
る
現
金
、

預
金
等
の
出
納
保
管
状
況
を
次

の
と
お
り
検
査
し
た
。

平
成
29
年
11
月
分
を

12
月
25
日
、
26
日
、
27
日
、
28
日

平
成
29
年
12
月
分
を

１
月
26
日
、
29
日
、
30
日
、
31
日

平
成
30
年
１
月
分
を

２
月
23
日
、
26
日
、
27
日
、
28
日

検
査
結
果

現
金
、
預
金
等
の
金
額
並
び

に
提
出
さ
れ
た
収
支
計
算
書
そ

の
他
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
金

額
は
、
い
ず
れ
も
関
係
帳
簿
等

の
金
額
と
一
致
し
、
計
数
上
の

誤
り
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

監
査
委
員

�

永
　
田
　
英
　
利

�

横
　
田
　
有
　
一

定
期
監
査
報
告

�

要

旨

掲

載

定
期
監
査
結
果
を
次
の
と
お

り
報
告
す
る
。

◇
監
査
の
対
象

「
各
中
学
校
の
楽
器
及
び
体
育

用
備
品
」
に
関
す
る
台
帳
の
管

理
方
法
と
学
校
教
育
課
と
の
相

互
連
携
に
つ
い
て

◇
監
査
の
期
間

平
成
29
年
11
月
10
日
か
ら
平

成
30
年
２
月
16
日
ま
で

◇
監
査
の
結
果

⑴
　
楽
器
及
び
体
育
用
備
品
の

購
入
に
つ
い
て

購
入
備
品
に
お
い
て
は
、
年

に
１
度
、
新
年
度
予
算
要
求
前

に
学
校
教
育
課
か
ら
各
中
学
校

に
要
望
照
会
を
行
い
、
確
定
予

算
額
の
範
囲
内
で
入
札
発
注
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

過
去
５
年
の
購
入
実
績
に
つ

い
て
調
査
し
、
契
約
に
係
る
関

係
書
類
の
提
出
を
求
め
、
選
考

業
者
の
指
名
及
び
契
約
処
理
が

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

備
品
購
入
の
中
に
は
楽
器
及

び
体
育
用
備
品
の
ほ
か
、
消
耗

品
と
も
捉
え
ら
れ
る
部
品
や
収

納
カ
バ
ー
等
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
今
後
は

発
注
方
法
に
つ
い
て
十
分
精
査

を
行
い
、
台
帳
管
理
に
お
け
る

必
要
性
も
予
め
考
慮
す
る
な
ど
、

学
校
教
育
課
と
各
中
学
校
に
お

い
て
は
、
一
括
購
入
の
分
類
基

準
を
双
方
に
お
い
て
協
議
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑵
　
楽
器
及
び
体
育
用
備
品
の

台
帳
管
理
に
つ
い
て

保
有
し
て
い
る
対
象
備
品
に

つ
い
て
は
現
地
調
査
を
行
い
、

現
物
と
備
品
台
帳
の
管
理
に
つ

い
て
確
認
を
行
っ
た
。

楽
器
備
品
は
主
に
吹
奏
楽
部

の
活
動
で
利
用
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
各
中
学
校
の
音
楽

室
あ
る
い
は
器
楽
室
等
、
ま
た
、

体
育
用
備
品
に
つ
い
て
は
体
育

館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
各
体
育

会
系
の
部
室
に
保
管
さ
れ
、
い

ず
れ
も
適
所
で
の
管
理
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

現
地
調
査
に
お
い
て
は
、
各

中
学
校
で
備
品
管
理
し
て
い
る

吹
奏
楽
部
顧
問
及
び
体
育
教

科
担
当
教
員
立
ち
合
い
の
下
、

個
々
の
備
品
に
つ
い
て
台
帳
の

記
載
順
に
突
き
合
わ
せ
を
行
っ

た
。そ

の
結
果
と
し
て
過
去
10
年

内
に
購
入
し
た
各
備
品
に
つ
い

て
は
、
現
物
と
台
帳
の
照
合
が

概
ね
図
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

以
前
に
取
得
し
た
も
の
に
関
し

て
は
、
照
合
で
き
な
い
な
ど
の

事
例
が
、
一
部
で
は
あ
る
が
各

中
学
校
で
見
受
け
ら
れ
た
。

現
地
調
査
に
お
け
る
一
部
の

事
例
と
し
て
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

①
　
台
帳
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

現
物
備
品
が
存
在
し
な
い
。

②
　
台
帳
記
載
方
法
の
不
足
に

よ
り
、
現
物
備
品
が
特
定
で
き

な
い
。

③
　
台
帳
管
理
さ
れ
て
い
な
い

現
物
備
品
が
存
在
し
て
い
る
。

④
　
取
得
年
月
日
、
取
得
金
額

が
未
記
載
の
も
の
が
あ
っ
た
。

⑤
　
町
内
各
中
学
校
間
に
お
い

て
不
足
備
品
の
貸
し
借
り
が
行

わ
れ
て
い
る
。

⑥
　
老
朽
化
に
伴
い
使
用
不
可

能
な
備
品
が
処
分
さ
れ
ず
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
は
各
中
学
校
と
学
校
教
育

課
が
随
時
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

双
方
に
お
い
て
管
理
台
帳
を
保

有
す
る
と
と
も
に
、
備
品
購
入

要
望
時
に
お
い
て
は
そ
の
必
要

性
や
妥
当
性
を
判
断
で
き
る
と

い
う
情
報
そ
の
も
の
が
将
来
的

経
費
節
減
へ
繋
が
り
、
さ
ら
に

は
備
品
の
適
正
管
理
も
意
識
的

に
推
進
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
て

い
る
。

◇
監
査
の
意
見

楽
器
及
び
体
育
用
備
品
の
購

入
と
そ
の
管
理
方
法
に
つ
い
て

は
、「
監
査
の
結
果
」
の
と
お

り
で
あ
り
、
発
注
に
関
す
る
事

務
の
執
行
及
び
各
種
備
品
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
契
約
関
係
書

類
、
管
理
台
帳
及
び
対
象
備
品

と
の
照
合
を
行
っ
た
結
果
、
備

品
管
理
方
法
に
関
す
る
課
題
や
、

今
後
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
例
も
一
部
判
明
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
教
育

課
は
各
中
学
校
の
備
品
購
入
に

関
し
、
予
算
確
保
や
一
括
発
注

の
手
続
き
に
限
ら
ず
、
そ
の
後

の
台
帳
管
理
に
お
い
て
も
従
来

の
紙
ベ
ー
ス
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
へ
移
行
す
る
な
ど
の
対
策
を

学
校
教
育
課
が
主
体
と
な
っ
て

推
進
し
、
各
中
学
校
と
情
報
の

共
有
化
（
他
の
備
品
に
つ
い
て

も
同
様
）
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

円
滑
な
管
理
体
制
の
強
化
を
目

指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
教
職
員
の
異
動
等
に

伴
う
備
品
管
理
の
事
務
引
継
ぎ

に
関
し
て
は
、
口
頭
の
み
で
は

な
く
学
校
教
育
課
が
「
備
品
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
す
る

な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
今
後
に

お
け
る
管
理
見
直
し
の
手
法
に

つ
い
て
提
案
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
今
回
の
定
期
監
査
期
間

内
に
そ
の
成
果
品
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今

後
に
お
け
る
備
品
の
適
正
管
理

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
切
に
願
い
た
い
。

最
後
に
、
調
査
を
行
っ
た
楽

器
及
び
体
育
用
備
品
に
お
い
て

は
、
教
材
備
品
の
中
で
も
高
額

な
も
の
で
あ
り
、
学
校
現
場
に

お
い
て
は
管
理
す
る
関
係
教
職

員
が
使
用
す
る
児
童
生
徒
に
対

し
、「
も
の
を
大
切
に
取
り
扱

う
意
識
が
、
個
々
の
活
動
と
し

て
有
意
義
な
成
果
を
収
め
る
」

こ
と
へ
の
認

識
を
再
度
高

め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期

待
し
、
今
回

の
定
期
監
査

意
見
と
す
る
。

定期監査実施風景

平
成
₃₀
年
度
予
算

 

︿
骨
格
予
算
﹀

◆
い
ず
れ
の
会
計
も
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決

　
本
年
度
は
町
長
選
挙
の
た
め

人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
を

主
体
と
し
て
計
上
し
た
骨
格
予

算
で
、
新
町
長
の
政
策
的
な
も

の
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算

は
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
で
審
議

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

【平成30年度予算】

一般会計 10,400,000千円

特別会計

　国民健康保険 3,464,500千円

　後期高齢者医療 428,000千円

　介護保険 2,764,000千円

　下水道事業 860,200千円

　土地造成事業 1,000千円

水道事業会計

　収益的収入 514,000千円

　収益的支出 468,300千円

　資本的収入 128,000千円

　資本的支出 291,500千円
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条
例
制
定

◆
七
飯
町
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
の
制
定

経
済
産
業
常
任
委
員
会
よ
り
、

そ
の
審
査
結
果
の
報
告
書
が
提

出
さ
れ
、
全
員
一
致
で
原
案
可

決
し
た
。

�

公
布
の
日
か
ら
施
行

�

（
報
告
書
は
23
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◆
七
飯
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例

の
制
定

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ

り
、
保
険
者
機
能
の
強
化
の
た

め
、
今
ま
で
国
の
基
準
に
従
い

都
道
府
県
で
定
め
て
い
た
基
準

を
、
各
市
町
村
で
定
め
る
こ
と

（
権
限
移
譲
）
に
よ
る
条
例
の

制
定
は
、
全
員
一
致
で
原
案
可

決
し
た
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

一
部
平
成
30
年
10
月
１
日
施
行

条
例
改
正

◆
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

算
定
方
式
を
段
階
的
に
北
海

道
の
基
準
に
合
わ
せ
る
た
め
の

改
正
。平

成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
学
校
法
人
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

規
定
す
る
特
定
教
育
・
保
育
施

設
を
助
成
対
象
外
と
す
る
改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
保
健
福
祉
在
宅
サ
ー

ビ
ス
条
例
の
一
部
改
正

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事

業
の
住
所
地
特
例
の
適
用
。

�

公
布
の
日
か
ら
施
行

◆
七
飯
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
条
例

改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
見
直
し
に
伴
い
、
介
護
保
険

料
等
の
改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
介
護
保
険
料
率
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

世
帯
員
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
生
活
保
護
基
準
相
当
額
以

下
等
で
あ
る
者
に
対
す
る
介
護

保
険
料
の
軽
減
措
置
を
、
平
成

30
年
度
も
引
き
続
き
行
う
た
め

の
改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
等
の
一
部
改
正

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
に
よ
り
、
関
係
条
例

の
一
部
改
正
。

�

平
成
30
年
４
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
包
括
的
支
援
事
業
の

実
施
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

基
準
省
令
の
平
成
27
年
度
改

正
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
包

含
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
条
例
の

一
部
改
正
。

�

公
布
の
日
か
ら
施
行

補
正
予
算

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
︵
第
₁₃
号
︶

大
中
山
小
学
校
改
築
事
業
等
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
千
270
万

３
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
129
億
５
千
700
万

円
と
し
た
。

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
︵
第
₁₄
号
︶

新
野
菜
広
域
流
通
施
設
整
備

に
よ
る
補
正
と
し
て
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
24
億
４
千
110
万
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
153
億
９
千
810
万
円
と
し

た
。

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
５
号
︶

国
庫
支
出
金
返
還
金
等
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
千
894

万
２
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
41
億
９
千
35

万
９
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３

号
︶居

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給

付
費
等
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
千
708
万
７
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
27
億

６
千
657
万
３
千
円
と
し
た
。

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

２
号
︶

下
水
道
整
備
事
業
費
等
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
220
万
円
を
減

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
９
億
６
千
30
万
円
と
し
た
。

◆
平
成
₂₉
年
度
七
飯
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶

収
益
的
収
入
を
４
千
169
万
円

追
加
し
５
億
３
千
652
万
円
に
、

収
益
的
支
出
を
２
千
394
万
１
千

円
追
加
し
４
億
９
千
250
万
７
千

円
に
、
ま
た
、
資
本
的
収
入
を

６
千
438
万
円
減
額
し
１
億
２
千

955
万
３
千
円
に
、
資
本
的
支
出

を
２
千
863
万
４
千
円
減
額
し
３

億
３
千
308
万
７
千
円
と
し
た
。

報

告

◆
平
成
₃₀
年
度
一
般
財
団
法
人

北
海
道
大
沼
国
際
交
流
協
会
事

業
計
画
及
び
予
算
の
提
出
に
つ

い
て

そ

の

他

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
））

除
雪
に
対
す
る
補
正
と
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
千
939
万

７
千
円
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
129
億
７
千
923
万
３

千
円
と
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
））

建
築
確
認
申
請
に
対
す
る
補

正
と
し
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
47
万
円
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
129
億
７
千
970
万

３
千
円
と
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
29
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
12
号
））

除
雪
に
対
す
る
補
正
と
し
て
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
千
万
円

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
130
億
２
千
970
万
３
千
円
と

し
た
。

◆
冬
ト
ピ
ア
団
地
₈₉

－

１
棟

長
寿
命
化
改
修
建
築
主
体
工
事

請
負
契
約

▽
契
約
の
方
法

地
域
限
定
型
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

９
５
，
６
８
８
，
０
０
０
円

▽
契
約
の
相
手
方

　�

カ
ワ
マ
タ
・
松
栄
・
東
商
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

◆
町
道
路
線
の
認
定

新
規
整
備
及
び
町
道
移
管
に

よ
り
７
路
線
を
認
定
。

◆
町
道
路
線
の
変
更
認
定

路
線
変
更
に
よ
り
２
路
線
を

変
更
認
定
。

◆
議
会
運
営
委
員
の
選
任

田
村
敏
郎
委
員
の
辞
職
に
よ

り
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
、
中
島
勝
也
委
員
が
選
任

さ
れ
た
。

選

挙

◆
函
館
圏
公
立
大
学
広
域
連
合

議
会
議
員
の
選
挙

田
村
敏
郎
議
員
の
辞
職
に
よ

り
七
飯
町
の
定
数
に
欠
員
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
横
田
有
一
議

員
が
選
出
さ
れ
た
。

発

議

案

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見

書
２
件
が
可
決
さ
れ
、
要
望
事

項
と
し
て
各
関
係
機
関
及
び
各

関
係
大
臣
に
送
付
し
た
。

意

見

書

◎
所
有
者
不
明
の
土
地
利
用
を

求
め
る
意
見
書

◎
洪
水
回
避
等
を
目
的
と
し
た

流
量
確
保
の
た
め
の
中
小
河
川

の
河
道
掘
削
の
予
算
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

平
成
₃₀
年
第
１
回
定
例
会
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例
月
出
納
検
査

一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
、
歳
入
歳
出
外

会
計
及
び
各
基
金
に
係
る
現
金
、

預
金
等
の
出
納
保
管
状
況
を
次

の
と
お
り
検
査
し
た
。

平
成
29
年
11
月
分
を

12
月
25
日
、
26
日
、
27
日
、
28
日

平
成
29
年
12
月
分
を

１
月
26
日
、
29
日
、
30
日
、
31
日

平
成
30
年
１
月
分
を

２
月
23
日
、
26
日
、
27
日
、
28
日

検
査
結
果

現
金
、
預
金
等
の
金
額
並
び

に
提
出
さ
れ
た
収
支
計
算
書
そ

の
他
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
金

額
は
、
い
ず
れ
も
関
係
帳
簿
等

の
金
額
と
一
致
し
、
計
数
上
の

誤
り
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

監
査
委
員

�

永
　
田
　
英
　
利

�

横
　
田
　
有
　
一

定
期
監
査
報
告

�

要

旨

掲

載

定
期
監
査
結
果
を
次
の
と
お

り
報
告
す
る
。

◇
監
査
の
対
象

「
各
中
学
校
の
楽
器
及
び
体
育

用
備
品
」
に
関
す
る
台
帳
の
管

理
方
法
と
学
校
教
育
課
と
の
相

互
連
携
に
つ
い
て

◇
監
査
の
期
間

平
成
29
年
11
月
10
日
か
ら
平

成
30
年
２
月
16
日
ま
で

◇
監
査
の
結
果

⑴
　
楽
器
及
び
体
育
用
備
品
の

購
入
に
つ
い
て

購
入
備
品
に
お
い
て
は
、
年

に
１
度
、
新
年
度
予
算
要
求
前

に
学
校
教
育
課
か
ら
各
中
学
校

に
要
望
照
会
を
行
い
、
確
定
予

算
額
の
範
囲
内
で
入
札
発
注
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

過
去
５
年
の
購
入
実
績
に
つ

い
て
調
査
し
、
契
約
に
係
る
関

係
書
類
の
提
出
を
求
め
、
選
考

業
者
の
指
名
及
び
契
約
処
理
が

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

備
品
購
入
の
中
に
は
楽
器
及

び
体
育
用
備
品
の
ほ
か
、
消
耗

品
と
も
捉
え
ら
れ
る
部
品
や
収

納
カ
バ
ー
等
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
今
後
は

発
注
方
法
に
つ
い
て
十
分
精
査

を
行
い
、
台
帳
管
理
に
お
け
る

必
要
性
も
予
め
考
慮
す
る
な
ど
、

学
校
教
育
課
と
各
中
学
校
に
お

い
て
は
、
一
括
購
入
の
分
類
基

準
を
双
方
に
お
い
て
協
議
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑵
　
楽
器
及
び
体
育
用
備
品
の

台
帳
管
理
に
つ
い
て

保
有
し
て
い
る
対
象
備
品
に

つ
い
て
は
現
地
調
査
を
行
い
、

現
物
と
備
品
台
帳
の
管
理
に
つ

い
て
確
認
を
行
っ
た
。

楽
器
備
品
は
主
に
吹
奏
楽
部

の
活
動
で
利
用
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
各
中
学
校
の
音
楽

室
あ
る
い
は
器
楽
室
等
、
ま
た
、

体
育
用
備
品
に
つ
い
て
は
体
育

館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
各
体
育

会
系
の
部
室
に
保
管
さ
れ
、
い

ず
れ
も
適
所
で
の
管
理
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

現
地
調
査
に
お
い
て
は
、
各

中
学
校
で
備
品
管
理
し
て
い
る

吹
奏
楽
部
顧
問
及
び
体
育
教

科
担
当
教
員
立
ち
合
い
の
下
、

個
々
の
備
品
に
つ
い
て
台
帳
の

記
載
順
に
突
き
合
わ
せ
を
行
っ

た
。そ

の
結
果
と
し
て
過
去
10
年

内
に
購
入
し
た
各
備
品
に
つ
い

て
は
、
現
物
と
台
帳
の
照
合
が

概
ね
図
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

以
前
に
取
得
し
た
も
の
に
関
し

て
は
、
照
合
で
き
な
い
な
ど
の

事
例
が
、
一
部
で
は
あ
る
が
各

中
学
校
で
見
受
け
ら
れ
た
。

現
地
調
査
に
お
け
る
一
部
の

事
例
と
し
て
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

①
　
台
帳
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

現
物
備
品
が
存
在
し
な
い
。

②
　
台
帳
記
載
方
法
の
不
足
に

よ
り
、
現
物
備
品
が
特
定
で
き

な
い
。

③
　
台
帳
管
理
さ
れ
て
い
な
い

現
物
備
品
が
存
在
し
て
い
る
。

④
　
取
得
年
月
日
、
取
得
金
額

が
未
記
載
の
も
の
が
あ
っ
た
。

⑤
　
町
内
各
中
学
校
間
に
お
い

て
不
足
備
品
の
貸
し
借
り
が
行

わ
れ
て
い
る
。

⑥
　
老
朽
化
に
伴
い
使
用
不
可

能
な
備
品
が
処
分
さ
れ
ず
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
は
各
中
学
校
と
学
校
教
育

課
が
随
時
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

双
方
に
お
い
て
管
理
台
帳
を
保

有
す
る
と
と
も
に
、
備
品
購
入

要
望
時
に
お
い
て
は
そ
の
必
要

性
や
妥
当
性
を
判
断
で
き
る
と

い
う
情
報
そ
の
も
の
が
将
来
的

経
費
節
減
へ
繋
が
り
、
さ
ら
に

は
備
品
の
適
正
管
理
も
意
識
的

に
推
進
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
て

い
る
。

◇
監
査
の
意
見

楽
器
及
び
体
育
用
備
品
の
購

入
と
そ
の
管
理
方
法
に
つ
い
て

は
、「
監
査
の
結
果
」
の
と
お

り
で
あ
り
、
発
注
に
関
す
る
事

務
の
執
行
及
び
各
種
備
品
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
契
約
関
係
書

類
、
管
理
台
帳
及
び
対
象
備
品

と
の
照
合
を
行
っ
た
結
果
、
備

品
管
理
方
法
に
関
す
る
課
題
や
、

今
後
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
例
も
一
部
判
明
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
教
育

課
は
各
中
学
校
の
備
品
購
入
に

関
し
、
予
算
確
保
や
一
括
発
注

の
手
続
き
に
限
ら
ず
、
そ
の
後

の
台
帳
管
理
に
お
い
て
も
従
来

の
紙
ベ
ー
ス
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
へ
移
行
す
る
な
ど
の
対
策
を

学
校
教
育
課
が
主
体
と
な
っ
て

推
進
し
、
各
中
学
校
と
情
報
の

共
有
化
（
他
の
備
品
に
つ
い
て

も
同
様
）
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

円
滑
な
管
理
体
制
の
強
化
を
目

指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
教
職
員
の
異
動
等
に

伴
う
備
品
管
理
の
事
務
引
継
ぎ

に
関
し
て
は
、
口
頭
の
み
で
は

な
く
学
校
教
育
課
が
「
備
品
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
す
る

な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
今
後
に

お
け
る
管
理
見
直
し
の
手
法
に

つ
い
て
提
案
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
今
回
の
定
期
監
査
期
間

内
に
そ
の
成
果
品
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今

後
に
お
け
る
備
品
の
適
正
管
理

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
切
に
願
い
た
い
。

最
後
に
、
調
査
を
行
っ
た
楽

器
及
び
体
育
用
備
品
に
お
い
て

は
、
教
材
備
品
の
中
で
も
高
額

な
も
の
で
あ
り
、
学
校
現
場
に

お
い
て
は
管
理
す
る
関
係
教
職

員
が
使
用
す
る
児
童
生
徒
に
対

し
、「
も
の
を
大
切
に
取
り
扱

う
意
識
が
、
個
々
の
活
動
と
し

て
有
意
義
な
成
果
を
収
め
る
」

こ
と
へ
の
認

識
を
再
度
高

め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期

待
し
、
今
回

の
定
期
監
査

意
見
と
す
る
。

定期監査実施風景

平
成
₃₀
年
度
予
算

 

︿
骨
格
予
算
﹀

◆
い
ず
れ
の
会
計
も
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決

　
本
年
度
は
町
長
選
挙
の
た
め

人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
を

主
体
と
し
て
計
上
し
た
骨
格
予

算
で
、
新
町
長
の
政
策
的
な
も

の
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算

は
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
で
審
議

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

【平成30年度予算】

一般会計 10,400,000千円

特別会計

　国民健康保険 3,464,500千円

　後期高齢者医療 428,000千円

　介護保険 2,764,000千円

　下水道事業 860,200千円

　土地造成事業 1,000千円

水道事業会計

　収益的収入 514,000千円

　収益的支出 468,300千円

　資本的収入 128,000千円

　資本的支出 291,500千円
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経
済
産
業
常
任
委
員
会

１
．
事
件
名

平
成
29
年
議
案
第
62
号
　
七

飯
町
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

２
．
審
査
の
経
過

平
成
29
年
12
月
20
日
、
27
日
、

平
成
30
年
２
月
28
日
の
３
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
、
経
済
部
長
、

商
工
観
光
課
長
、
商
工
観
光
課

参
事
の
出
席
を
求
め
て
審
査
を

行
っ
た
。

３
．
決
定
及
び
理
由

◇
決
　
　
定
　
　
原
案
可
決

◇
理
　
　
由

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
七

飯
町
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条

例
（
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
は
、

小
規
模
企
業
が
七
飯
町
に
お
け

る
経
済
の
発
展
に
果
た
す
役
割

の
重
要
性
に
鑑
み
、
小
規
模
企

業
の
振
興
に
関
し
、
基
本
理
念

を
定
め
、
町
の
責
務
並
び
に
小

規
模
企
業
者
及
び
商
工
会
の
役

割
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
小
規
模
企
業

の
振
興
及
び
発
展
並
び
に
そ
の

事
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
り
、

も
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
及

び
町
民
の
生
活
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
本
条
例
を
制

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
１
条
に
は
、
本
条
例
の
趣

旨
、
目
的
を
定
め
て
い
る
。

第
２
条
に
は
、
用
語
の
定
義

を
定
め
、
小
規
模
企
業
者
と
は

七
飯
町
内
に
事
務
所
又
は
事
業

所
を
有
す
る
も
の
、
商
工
会
と

は
七
飯
町
内
に
事
務
所
を
有
す

る
も
の
、
町
民
と
は
七
飯
町
内

に
居
住
す
る
者
、
働
く
者
、
学

ぶ
者
、
事
業
を
営
む
者
と
し
て

い
る
。

第
３
条
に
は
、
小
規
模
企
業

の
振
興
の
基
本
理
念
を
定
め
て

い
る
。

第
４
条
に
は
、
町
の
責
務
を

定
め
、
小
規
模
企
業
に
対
す
る

町
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
国
、
北
海
道
、

そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携
、

要
請
等
に
つ
い
て
定
め
、
そ
の

他
関
係
機
関
と
は
独
立
行
政
法

人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、

北
海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
、
北
海
道
商
工
会
連
合

会
、
函
館
地
域
産
業
振
興
財
団
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
等
で
あ
る
。

第
５
条
に
は
、
小
規
模
企
業

者
の
役
割
を
定
め
、
商
工
会
へ

の
加
入
努
力
と
小
規
模
企
業
者

の
地
域
貢
献
に
つ
い
て
定
め
て

い
る
。

第
６
条
に
は
、
商
工
会
の
役

割
を
定
め
、
小
規
模
企
業
の
経

営
の
向
上
及
び
改
善
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
が

行
う
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関

す
る
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
協

力
す
る
よ
う
努
め
る
と
し
て
い

る
。第

７
条
に
は
、
基
本
的
施
策

を
定
め
、
商
工
会
、
金
融
機
関

等
と
連
携
し
、
町
長
が
必
要
と

認
め
る
施
策
を
含
め
、
第
１
号

か
ら
第
９
号
ま
で
の
施
策
と
し

て
い
る
。

第
８
条
に
は
、
町
民
の
小
規

模
企
業
者
へ
の
理
解
及
び
協
力

に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

第
９
条
に
は
、
第
７
条
に
定

め
る
施
策
の
実
施
状
況
の
検
証
、

結
果
の
公
表
を
定
め
、
検
証
の

際
、
関
係
機
関
の
意
見
を
聴
き

検
証
を
行
う
と
し
、
そ
の
他
関

係
機
関
と
は
地
区
内
で
検
証
の

で
き
る
機
関
で
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
等
と
し
て
い
る
。

第
10
条
に
は
、
財
政
上
の
措

置
を
定
め
て
い
る
。

第
11
条
に
は
、
委
任
を
定
め
、

施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

町
長
が
定
め
る
と
し
て
い
る
。

附
則
に
は
、
施
行
期
日
を
公

布
の
日
か
ら
と
し
て
い
る
。

本
条
例
の
制
定
の
経
緯
は
、

商
工
会
よ
り
商
工
会
モ
デ
ル
案

を
付
し
た
条
例
制
定
の
要
望
が

あ
り
、
小
規
模
企
業
振
興
条
例

制
定
の
先
駆
け
で
あ
る
真
狩
村

や
、
大
規
模
市
で
あ
る
名
古
屋

市
と
隣
接
し
て
い
る
豊
明
市

（
人
口
６
８
，
８
５
２
人
）
の

条
例
を
参
考
に
４
回
に
渡
り
商

工
会
と
協
議
し
本
条
例
案
と
し

て
い
る
。

委
員
か
ら
は
、
第
４
条
及
び

第
９
条
の
「
そ
の
他
の
関
係
機

関
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

機
関
を
指
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
第
７
条
の
基
本
的
施
策
の

う
ち
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
施

策
や
将
来
的
に
考
え
て
行
く

も
の
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
第
４
条
の
「
そ
の
他
関
係

機
関
」
と
は
、
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、
北

海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
、
北
海
道
商
工
会
連
合
会
、

函
館
地
域
産
業
振
興
財
団
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
の
上
部

組
織
や
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
支

援
制
度
を
も
っ
て
い
る
団
体
を

指
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
要
請

を
行
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
９
条
の
「
そ
の
他

関
係
機
関
」
と
は
、
地
域
に
所

在
す
る
検
証
機
関
を
想
定
し
、

函
館
地
域
産
業
振
興
財
団
、
金

融
機
関
な
ど
と
し
て
い
る
。

次
に
第
７
条
の
具
体
的
な
現

在
あ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
第

１
号
、
第
２
号
、
第
６
号
に
つ

い
て
は
、
企
業
者
の
経
営
の
安

定
、
経
営
基
盤
の
整
備
、
資
金

調
達
の
円
滑
化
と
い
う
観
点
で

は
、
七
飯
町
商
工
業
経
営
安
定

資
金
融
資
条
例
及
び
施
行
規
則

が
該
当
し
、
第
３
号
、
第
５
号

に
つ
い
て
は
、
起
業
化
の
支
援

に
関
す
る
施
策
、
人
材
育
成
の

確
保
と
い
う
観
点
で
は
、
創
業

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
助
成
金
事
業
が

該
当
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
４
号
、
第
７
号
、

第
８
号
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い

ろ
な
企
業
、
関
係
機
関
と
情
報

共
有
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

渡
島
・
檜
山
地
域
中
小
企
業
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
該
当
す
る

と
し
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
商
工
会
や
関

係
機
関
等
と
連
携
し
新
た
な
施

策
等
も
こ
れ
か
ら
創
出
し
て
い

け
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う
え
、

条
例
の
内
容
を
審
査
し
た
と
こ

ろ
、
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関

し
、
基
本
理
念
を
定
め
る
た
め

本
条
例
の
制
定
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

出
席
委
員
の
全
員
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　
平
成
29
年
12
月
13
日
第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ

き
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
審
査
し
た
結

果
を
下
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。

議会を傍聴しませんか

議会では開かれた議会活動を目指して、
多くの方々の傍聴を望んでいます。

～ 役場１階ギャラリーで
　　　　　　ライブ中継しています ～

七飯町　議会だより

減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！
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■Q 
大
中
山
小
学
校
等
の
プ
ロ
パ
ン
燃
料
納
入
に
つ
い
て

■A 
プ
ロ
パ
ン
設
置
業
者
の
契
約
業
者
、
一
社
が
継
続
納
入

と
な
る

平
　
松
　
俊
　
一
　
議
員

■Q 

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
の
支
給
は
３
月
ま
で
に
実
施
を

■A 

平
成
31
年
度
よ
り
３
月
に
支
給
い
た
し
ま
す

上
　
野
　
武
　
彦
　
議
員

　
現
在
、
建
設
工
事
が
進
ん
で

い
る
大
中
山
小
学
校
の
暖
房
に

使
わ
れ
る
プ
ロ
パ
ン
の
燃
料
代

と
納
入
業
者
の
決
定
過
程
に
つ

い
て
。
ま
た
、
今
年
度
小
学
校

敷
地
内
に
建
設
さ
れ
る
複
合
施

設
に
使
わ
れ
る
プ
ロ
パ
ン
代
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　
必
要
な
プ
ロ
パ
ン
代
は
平
成

29
年
度
に
442
万
円
を
見
込
み
、

標
準
的
に
運
転
し
た
場
合
は
、

温
度
設
定
は
22
℃
で
、
年
間
の

プ
ロ
パ
ン
代
は
319
万
円
、
㎥
単

価
350
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
設
置
し
た
ガ
ス
卸
売
業
者
と

の
売
買
契
約
が
あ
る
小
売
業
者

は
、
町
内
に
１
社
し
か
な
く
、

そ
こ
に
納
入
さ
せ
て
お
り
入
札

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
同

じ
状
況
と
な
る
。

【
子
育
て
健
康
支
援
課
長
】

　
複
合
施
設
に
使
用
さ
れ
る
プ

ロ
パ
ン
代
は
室
内
設
定
温
度
を

冷
房
は
25
℃
、
暖
房
は
22
℃
と

し
て
年
間
110
万
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
納
入
業
者
決
定
方
法
は

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
決
め
た
い
。

【
再
質
問
】

　
函
館
市
内
の
プ
ロ
パ
ン
卸
業

者
数
社
の
話
し
で
は
、
入
札
を

行
え
ば
プ
ロ
パ
ン
の
㎥
単
価
が

300
円
を
下
回
る
の
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
お
り
、
業
者
選
定

に
関
し
て
は
毎
年
入
札
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　
暖
房
機
器
の
維
持
管
理
の
面

か
ら
も
、
現
在
の
や
り
方
で
進

め
て
行
く
の
で
入
札
は
行
わ
ず
、

値
段
も
高
く
な
い
と
考
え
て
い

る
。

Q
地
域
公
共
交
通
に
対
す
る
町

の
施
政
に
つ
い
て

　
町
長
が
毎
年
発
表
す
る
「
施

政
方
針
」
に
お
い
て
３
年
に
渡

り
「
幹
線
か
ら
離
れ
た
地
区
に

居
住
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
者

等
交
通
弱
者
の
交
通
手
段
に
つ

い
て
も
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
自
主
運
行
や
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
等
の
活
用
な
ど
、
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の

地
域
交
通
会
議
の
状
況
を
伺
い

た
い
。

【
政
策
推
進
課
長
】

　
今
年
度
は
２
月
28
日
に
会
議

が
開
か
れ
、
ダ
イ
ヤ
改
正
や
道

の
駅
停
留
所
、
交
通
弱
者
対
策

が
話
し
合
わ
れ
た
。

【
再
質
問
】

　
２
月
28
日
の
会
議
は
今
定
例

会
議
で
私
の
質
問
通
告
提
出
の

後
に
開
か
れ
て
い
る
。

　
夕
張
市
で
は
昨
年
か
ら
地
区

毎
に
300
円
で
乗
れ
る
タ
ク
シ
ー

利
用
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
混
乗

で
き
る
仕
組
み
、
あ
る
い
は
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
等
、
住
民

と
協
議
を
繰
り
返
し
な
が
ら
地

域
に
合
っ
た
公
共
交
通
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
当
町
も
免
許
証

返
納
等
と
合
わ
せ
た
公
共
交
通

の
仕
組
み
を
実
証
実
験
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
私
事
だ
が
、
吹
雪
の
日

に
踏
み
切
り
内
で
買
い
物
バ
ッ

ク
車
輪
が
線
路
に
引
っ
掛
か
り

立
ち
竦
む
ご
婦
人
を
私
が
引
き

寄
せ
、
遮
断
機
を
潜
ら
な
い
う

ち
に
列
車
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
通

過
し
二
人
と
も
雪
ま
み
れ
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
危
険
因

子
を
減
ら
す
た
め
に
町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】

　
以
前
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
検
討
を
し
た
が
時
期
尚
早

だ
っ
た
。
町
内
の
高
齢
化
率
が

32
％
を
超
え
た
今
こ
そ
公
共
交

通
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
地
域

交
通
会
議
あ
る
い
は
庁
舎
内
で

し
っ
か
り
協
議
し
た
い
。

　
そ
の
他
、
公
告
式
条
例
の
見

直
し
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

　
就
学
援
助
制
度
は
小
中
学
校

の
子
供
が
い
る
家
庭
で
経
済
的

困
難
が
あ
る
場
合
に
、
給
食
費

な
ど
学
校
に
か
か
る
費
用
を
市

町
村
が
支
給
す
る
制
度
で
あ
る
。

　
平
成
29
年
６
月
の
一
般
質
問

に
際
し
て
、
町
は
学
用
品
の
準

備
時
期
に
合
わ
せ
て
修
学
旅
行

費
の
支
給
時
期
に
つ
い
て
、
又
、

要
綱
も
含
め
修
正
で
き
る
も
の

は
随
時
修
正
し
て
ま
い
り
た
い

と
答
弁
を
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

①
平
成
30
年
度
の
新
入
学
児
童

生
徒
の
対
象
世
帯
に
入
学
準
備

金
の
支
給
は
３
月
ま
で
に
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

②
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
る
の

は
、
要
保
護
世
帯
と
準
要
保
護

世
帯
で
あ
る
が
、
小
中
学
校
の

入
学
準
備
金
を
３
月
中
に
支
給

す
る
た
め
に
対
象
の
世
帯
に
ど

の
よ
う
に
周
知
を
し
、
申
請
を

受
け
、
実
施
す
る
の
か
。

③
修
学
旅
行
費
の
支
給
時
期
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
改
善
さ

れ
た
の
か
。

④
前
回
の
質
問
で
、
七
飯
町
の

実
施
要
綱
が
古
く
、
文
部
科
学

省
の
補
助
対
象
と
し
て
い
る
項

目
が
欠
落
し
て
い
た
が
、
こ
の

間
に
、
要
綱
の
改
正
は
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
文
部
科
学
省
の
支
給
対
象
と

し
て
い
る
学
用
品
費
、
入
学
準

備
金
、
通
学
用
品
費
、
通
学
費
、

修
学
旅
行
費
、
校
外
活
動
費
、

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
給
食
費
、
医
療

費
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た

の
か
。

⑤
国
は
今
年
度
10
月
よ
り
生
活

保
護
の
生
活
扶
助
費
の
削
減
を

決
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

生
活
保
護
世
帯
の
７
割
で
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
に
伴

い
、
生
活
保
護
費
を
基
準
と
し

て
い
る
準
要
保
護
の
基
準
に
影

響
が
出
る
が
、
来
年
度
の
実
施

に
あ
た
り
七
飯
町
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

①
平
成
30
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
６
月
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
か
ら
す
べ
て
の
学

校
で
３
月
の
支
給
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

②
１
月
に
入
学
予
定
の
児
童
生

徒
の
全
世
帯
に
制
度
内
容
と
申

請
書
を
郵
送
し
、
該
当
す
る
世

帯
か
ら
申
請
を
受
け
、
審
査
後

決
定
通
知
を
送
り
３
月
に
支
給

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

③
早
い
学
校
で
は
、
５
月
下
旬

に
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、

前
年
の
収
入
所
得
で
認
定
し
、

修
学
旅
行
前
に
支
給
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
し

た
が
、
概
算
支
給
す
る
な
ど
の

方
法
を
検
討
し
、
平
成
31
年
度

か
ら
全
て
の
学
校
の
修
学
旅
行

に
間
に
合
う
よ
う
に
支
給
い
た

し
ま
す
。

④
現
在
の
支
給
対
象
項
目
は
、

学
用
品
費
、
入
学
準
備
金
、
通

学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
医
療
費
は

七
飯
町
の
医
療
制
度
で
適
用
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
不
要
で

あ
り
、
給
食
費
は
免
除
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

【
教
育
長
】

⑤
町
長
の
方
か
ら
、
影
響
を
調

べ
て
、
影
響
が
あ
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
教
育
委
員
会
の
方
で
対

応
の
準
備
を
す
る
よ
う
指
示
を

受
け
て
お
り
、
速
や
か
に
対
応

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
国
保
の
都
道
府
県

化
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質

問
者
が
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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経
済
産
業
常
任
委
員
会

１
．
事
件
名

平
成
29
年
議
案
第
62
号
　
七

飯
町
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

２
．
審
査
の
経
過

平
成
29
年
12
月
20
日
、
27
日
、

平
成
30
年
２
月
28
日
の
３
日
間
、

委
員
会
を
開
催
し
、
経
済
部
長
、

商
工
観
光
課
長
、
商
工
観
光
課

参
事
の
出
席
を
求
め
て
審
査
を

行
っ
た
。

３
．
決
定
及
び
理
由

◇
決
　
　
定
　
　
原
案
可
決

◇
理
　
　
由

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
七

飯
町
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条

例
（
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
は
、

小
規
模
企
業
が
七
飯
町
に
お
け

る
経
済
の
発
展
に
果
た
す
役
割

の
重
要
性
に
鑑
み
、
小
規
模
企

業
の
振
興
に
関
し
、
基
本
理
念

を
定
め
、
町
の
責
務
並
び
に
小

規
模
企
業
者
及
び
商
工
会
の
役

割
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
小
規
模
企
業

の
振
興
及
び
発
展
並
び
に
そ
の

事
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
り
、

も
っ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
及

び
町
民
の
生
活
の
向
上
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
本
条
例
を
制

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
１
条
に
は
、
本
条
例
の
趣

旨
、
目
的
を
定
め
て
い
る
。

第
２
条
に
は
、
用
語
の
定
義

を
定
め
、
小
規
模
企
業
者
と
は

七
飯
町
内
に
事
務
所
又
は
事
業

所
を
有
す
る
も
の
、
商
工
会
と

は
七
飯
町
内
に
事
務
所
を
有
す

る
も
の
、
町
民
と
は
七
飯
町
内

に
居
住
す
る
者
、
働
く
者
、
学

ぶ
者
、
事
業
を
営
む
者
と
し
て

い
る
。

第
３
条
に
は
、
小
規
模
企
業

の
振
興
の
基
本
理
念
を
定
め
て

い
る
。

第
４
条
に
は
、
町
の
責
務
を

定
め
、
小
規
模
企
業
に
対
す
る

町
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
国
、
北
海
道
、

そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携
、

要
請
等
に
つ
い
て
定
め
、
そ
の

他
関
係
機
関
と
は
独
立
行
政
法

人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、

北
海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
、
北
海
道
商
工
会
連
合

会
、
函
館
地
域
産
業
振
興
財
団
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
等
で
あ
る
。

第
５
条
に
は
、
小
規
模
企
業

者
の
役
割
を
定
め
、
商
工
会
へ

の
加
入
努
力
と
小
規
模
企
業
者

の
地
域
貢
献
に
つ
い
て
定
め
て

い
る
。

第
６
条
に
は
、
商
工
会
の
役

割
を
定
め
、
小
規
模
企
業
の
経

営
の
向
上
及
び
改
善
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
が

行
う
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関

す
る
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
協

力
す
る
よ
う
努
め
る
と
し
て
い

る
。第

７
条
に
は
、
基
本
的
施
策

を
定
め
、
商
工
会
、
金
融
機
関

等
と
連
携
し
、
町
長
が
必
要
と

認
め
る
施
策
を
含
め
、
第
１
号

か
ら
第
９
号
ま
で
の
施
策
と
し

て
い
る
。

第
８
条
に
は
、
町
民
の
小
規

模
企
業
者
へ
の
理
解
及
び
協
力

に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

第
９
条
に
は
、
第
７
条
に
定

め
る
施
策
の
実
施
状
況
の
検
証
、

結
果
の
公
表
を
定
め
、
検
証
の

際
、
関
係
機
関
の
意
見
を
聴
き

検
証
を
行
う
と
し
、
そ
の
他
関

係
機
関
と
は
地
区
内
で
検
証
の

で
き
る
機
関
で
函
館
地
域
産
業

振
興
財
団
等
と
し
て
い
る
。

第
10
条
に
は
、
財
政
上
の
措

置
を
定
め
て
い
る
。

第
11
条
に
は
、
委
任
を
定
め
、

施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

町
長
が
定
め
る
と
し
て
い
る
。

附
則
に
は
、
施
行
期
日
を
公

布
の
日
か
ら
と
し
て
い
る
。

本
条
例
の
制
定
の
経
緯
は
、

商
工
会
よ
り
商
工
会
モ
デ
ル
案

を
付
し
た
条
例
制
定
の
要
望
が

あ
り
、
小
規
模
企
業
振
興
条
例

制
定
の
先
駆
け
で
あ
る
真
狩
村

や
、
大
規
模
市
で
あ
る
名
古
屋

市
と
隣
接
し
て
い
る
豊
明
市

（
人
口
６
８
，
８
５
２
人
）
の

条
例
を
参
考
に
４
回
に
渡
り
商

工
会
と
協
議
し
本
条
例
案
と
し

て
い
る
。

委
員
か
ら
は
、
第
４
条
及
び

第
９
条
の
「
そ
の
他
の
関
係
機

関
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

機
関
を
指
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
第
７
条
の
基
本
的
施
策
の

う
ち
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
施

策
や
将
来
的
に
考
え
て
行
く

も
の
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
第
４
条
の
「
そ
の
他
関
係

機
関
」
と
は
、
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、
北

海
道
中
小
企
業
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
、
北
海
道
商
工
会
連
合
会
、

函
館
地
域
産
業
振
興
財
団
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
の
上
部

組
織
や
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
支

援
制
度
を
も
っ
て
い
る
団
体
を

指
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
要
請

を
行
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
９
条
の
「
そ
の
他

関
係
機
関
」
と
は
、
地
域
に
所

在
す
る
検
証
機
関
を
想
定
し
、

函
館
地
域
産
業
振
興
財
団
、
金

融
機
関
な
ど
と
し
て
い
る
。

次
に
第
７
条
の
具
体
的
な
現

在
あ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
第

１
号
、
第
２
号
、
第
６
号
に
つ

い
て
は
、
企
業
者
の
経
営
の
安

定
、
経
営
基
盤
の
整
備
、
資
金

調
達
の
円
滑
化
と
い
う
観
点
で

は
、
七
飯
町
商
工
業
経
営
安
定

資
金
融
資
条
例
及
び
施
行
規
則

が
該
当
し
、
第
３
号
、
第
５
号

に
つ
い
て
は
、
起
業
化
の
支
援

に
関
す
る
施
策
、
人
材
育
成
の

確
保
と
い
う
観
点
で
は
、
創
業

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
助
成
金
事
業
が

該
当
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
４
号
、
第
７
号
、

第
８
号
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い

ろ
な
企
業
、
関
係
機
関
と
情
報

共
有
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

渡
島
・
檜
山
地
域
中
小
企
業
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
該
当
す
る

と
し
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
商
工
会
や
関

係
機
関
等
と
連
携
し
新
た
な
施

策
等
も
こ
れ
か
ら
創
出
し
て
い

け
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
留
意
の
う
え
、

条
例
の
内
容
を
審
査
し
た
と
こ

ろ
、
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関

し
、
基
本
理
念
を
定
め
る
た
め

本
条
例
の
制
定
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

出
席
委
員
の
全
員
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　
平
成
29
年
12
月
13
日
第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
議
決
に
基
づ

き
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
審
査
し
た
結

果
を
下
記
の
と
お
り
報
告
す
る
。

議会を傍聴しませんか

議会では開かれた議会活動を目指して、
多くの方々の傍聴を望んでいます。

～ 役場１階ギャラリーで
　　　　　　ライブ中継しています ～
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■Q 

大
中
山
小
学
校
等
の
プ
ロ
パ
ン
燃
料
納
入
に
つ
い
て

■A 

プ
ロ
パ
ン
設
置
業
者
の
契
約
業
者
、
一
社
が
継
続
納
入

と
な
る

平
　
松
　
俊
　
一
　
議
員

■Q 

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
の
支
給
は
３
月
ま
で
に
実
施
を

■A 

平
成
31
年
度
よ
り
３
月
に
支
給
い
た
し
ま
す

上
　
野
　
武
　
彦
　
議
員

　
現
在
、
建
設
工
事
が
進
ん
で

い
る
大
中
山
小
学
校
の
暖
房
に

使
わ
れ
る
プ
ロ
パ
ン
の
燃
料
代

と
納
入
業
者
の
決
定
過
程
に
つ

い
て
。
ま
た
、
今
年
度
小
学
校

敷
地
内
に
建
設
さ
れ
る
複
合
施

設
に
使
わ
れ
る
プ
ロ
パ
ン
代
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　
必
要
な
プ
ロ
パ
ン
代
は
平
成

29
年
度
に
442
万
円
を
見
込
み
、

標
準
的
に
運
転
し
た
場
合
は
、

温
度
設
定
は
22
℃
で
、
年
間
の

プ
ロ
パ
ン
代
は
319
万
円
、
㎥
単

価
350
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
設
置
し
た
ガ
ス
卸
売
業
者
と

の
売
買
契
約
が
あ
る
小
売
業
者

は
、
町
内
に
１
社
し
か
な
く
、

そ
こ
に
納
入
さ
せ
て
お
り
入
札

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
同

じ
状
況
と
な
る
。

【
子
育
て
健
康
支
援
課
長
】

　
複
合
施
設
に
使
用
さ
れ
る
プ

ロ
パ
ン
代
は
室
内
設
定
温
度
を

冷
房
は
25
℃
、
暖
房
は
22
℃
と

し
て
年
間
110
万
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
納
入
業
者
決
定
方
法
は

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
決
め
た
い
。

【
再
質
問
】

　
函
館
市
内
の
プ
ロ
パ
ン
卸
業

者
数
社
の
話
し
で
は
、
入
札
を

行
え
ば
プ
ロ
パ
ン
の
㎥
単
価
が

300
円
を
下
回
る
の
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
お
り
、
業
者
選
定

に
関
し
て
は
毎
年
入
札
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

　
暖
房
機
器
の
維
持
管
理
の
面

か
ら
も
、
現
在
の
や
り
方
で
進

め
て
行
く
の
で
入
札
は
行
わ
ず
、

値
段
も
高
く
な
い
と
考
え
て
い

る
。

Q
地
域
公
共
交
通
に
対
す
る
町

の
施
政
に
つ
い
て

　
町
長
が
毎
年
発
表
す
る
「
施

政
方
針
」
に
お
い
て
３
年
に
渡

り
「
幹
線
か
ら
離
れ
た
地
区
に

居
住
す
る
高
齢
者
や
障
が
い
者

等
交
通
弱
者
の
交
通
手
段
に
つ

い
て
も
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
自
主
運
行
や
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
等
の
活
用
な
ど
、
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の

地
域
交
通
会
議
の
状
況
を
伺
い

た
い
。

【
政
策
推
進
課
長
】

　
今
年
度
は
２
月
28
日
に
会
議

が
開
か
れ
、
ダ
イ
ヤ
改
正
や
道

の
駅
停
留
所
、
交
通
弱
者
対
策

が
話
し
合
わ
れ
た
。

【
再
質
問
】

　
２
月
28
日
の
会
議
は
今
定
例

会
議
で
私
の
質
問
通
告
提
出
の

後
に
開
か
れ
て
い
る
。

　
夕
張
市
で
は
昨
年
か
ら
地
区

毎
に
300
円
で
乗
れ
る
タ
ク
シ
ー

利
用
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
混
乗

で
き
る
仕
組
み
、
あ
る
い
は
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
等
、
住
民

と
協
議
を
繰
り
返
し
な
が
ら
地

域
に
合
っ
た
公
共
交
通
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
当
町
も
免
許
証

返
納
等
と
合
わ
せ
た
公
共
交
通

の
仕
組
み
を
実
証
実
験
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
私
事
だ
が
、
吹
雪
の
日

に
踏
み
切
り
内
で
買
い
物
バ
ッ

ク
車
輪
が
線
路
に
引
っ
掛
か
り

立
ち
竦
む
ご
婦
人
を
私
が
引
き

寄
せ
、
遮
断
機
を
潜
ら
な
い
う

ち
に
列
車
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
通

過
し
二
人
と
も
雪
ま
み
れ
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
危
険
因

子
を
減
ら
す
た
め
に
町
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】

　
以
前
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
検
討
を
し
た
が
時
期
尚
早

だ
っ
た
。
町
内
の
高
齢
化
率
が

32
％
を
超
え
た
今
こ
そ
公
共
交

通
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
地
域

交
通
会
議
あ
る
い
は
庁
舎
内
で

し
っ
か
り
協
議
し
た
い
。

　
そ
の
他
、
公
告
式
条
例
の
見

直
し
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

　
就
学
援
助
制
度
は
小
中
学
校

の
子
供
が
い
る
家
庭
で
経
済
的

困
難
が
あ
る
場
合
に
、
給
食
費

な
ど
学
校
に
か
か
る
費
用
を
市

町
村
が
支
給
す
る
制
度
で
あ
る
。

　
平
成
29
年
６
月
の
一
般
質
問

に
際
し
て
、
町
は
学
用
品
の
準

備
時
期
に
合
わ
せ
て
修
学
旅
行

費
の
支
給
時
期
に
つ
い
て
、
又
、

要
綱
も
含
め
修
正
で
き
る
も
の

は
随
時
修
正
し
て
ま
い
り
た
い

と
答
弁
を
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

①
平
成
30
年
度
の
新
入
学
児
童

生
徒
の
対
象
世
帯
に
入
学
準
備

金
の
支
給
は
３
月
ま
で
に
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

②
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
る
の

は
、
要
保
護
世
帯
と
準
要
保
護

世
帯
で
あ
る
が
、
小
中
学
校
の

入
学
準
備
金
を
３
月
中
に
支
給

す
る
た
め
に
対
象
の
世
帯
に
ど

の
よ
う
に
周
知
を
し
、
申
請
を

受
け
、
実
施
す
る
の
か
。

③
修
学
旅
行
費
の
支
給
時
期
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
改
善
さ

れ
た
の
か
。

④
前
回
の
質
問
で
、
七
飯
町
の

実
施
要
綱
が
古
く
、
文
部
科
学

省
の
補
助
対
象
と
し
て
い
る
項

目
が
欠
落
し
て
い
た
が
、
こ
の

間
に
、
要
綱
の
改
正
は
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
文
部
科
学
省
の
支
給
対
象
と

し
て
い
る
学
用
品
費
、
入
学
準

備
金
、
通
学
用
品
費
、
通
学
費
、

修
学
旅
行
費
、
校
外
活
動
費
、

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
給
食
費
、
医
療

費
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た

の
か
。

⑤
国
は
今
年
度
10
月
よ
り
生
活

保
護
の
生
活
扶
助
費
の
削
減
を

決
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

生
活
保
護
世
帯
の
７
割
で
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
に
伴

い
、
生
活
保
護
費
を
基
準
と
し

て
い
る
準
要
保
護
の
基
準
に
影

響
が
出
る
が
、
来
年
度
の
実
施

に
あ
た
り
七
飯
町
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

【
学
校
教
育
課
長
】

①
平
成
30
年
度
に
つ
き
ま
し
て

は
６
月
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
か
ら
す
べ
て
の
学

校
で
３
月
の
支
給
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

②
１
月
に
入
学
予
定
の
児
童
生

徒
の
全
世
帯
に
制
度
内
容
と
申

請
書
を
郵
送
し
、
該
当
す
る
世

帯
か
ら
申
請
を
受
け
、
審
査
後

決
定
通
知
を
送
り
３
月
に
支
給

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

③
早
い
学
校
で
は
、
５
月
下
旬

に
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、

前
年
の
収
入
所
得
で
認
定
し
、

修
学
旅
行
前
に
支
給
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
し

た
が
、
概
算
支
給
す
る
な
ど
の

方
法
を
検
討
し
、
平
成
31
年
度

か
ら
全
て
の
学
校
の
修
学
旅
行

に
間
に
合
う
よ
う
に
支
給
い
た

し
ま
す
。

④
現
在
の
支
給
対
象
項
目
は
、

学
用
品
費
、
入
学
準
備
金
、
通

学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
医
療
費
は

七
飯
町
の
医
療
制
度
で
適
用
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
不
要
で

あ
り
、
給
食
費
は
免
除
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

【
教
育
長
】

⑤
町
長
の
方
か
ら
、
影
響
を
調

べ
て
、
影
響
が
あ
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
教
育
委
員
会
の
方
で
対

応
の
準
備
を
す
る
よ
う
指
示
を

受
け
て
お
り
、
速
や
か
に
対
応

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
国
保
の
都
道
府
県

化
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質

問
者
が
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。



七飯町　議会だより

減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

24

経

済

産

業

◆
除
雪
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

◆
町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

◆
道
の
駅
に
つ
い
て

１
．
調
査
の
目
的

除
雪
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
除
雪
の
出
動
基
準
等
を
把

握
す
る
た
め
調
査
を
行
っ
た
。

町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
耐
用
年
数
が
経
過
し
て
い

る
団
地
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
営

繕
の
基
本
的
な
考
え
方
、
建
替

及
び
改
修
の
計
画
等
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
前
回

の
中
間
報
告
に
引
き
続
き
、
建

物
の
完
成
状
況
及
び
平
成
30
年

３
月
23
日
開
業
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

２
．
調
査
の
方
法

除
雪
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
除
雪
の
出
動
基
準
、
除
雪

委
託
業
者
数
、
除
雪
委
託
延
長

距
離
、
作
業
機
械
数
、
作
業
人

員
、
委
託
業
者
過
去
出
動
回
数
、

除
雪
委
託
契
約
関
係
一
式
、
直

営
人
件
費
、
町
内
の
除
雪
が
で

き
る
業
者
、
除
雪
に
対
す
る
苦

情
の
状
況
に
つ
い
て
資
料
の
提

出
を
求
め
、
経
済
部
長
、
土
木

課
長
へ
の
聴
取
調
査
を
行
っ
た
。

町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
の
現
状
、
今
後
の
町
営

住
宅
の
建
替
及
び
改
修
の
計
画
、

入
居
の
状
況
、
料
金
体
系
に
つ

い
て
資
料
の
提
出
を
求
め
、
経

済
部
長
、
都
市
住
宅
課
長
、
都

市
住
宅
課
参
事
へ
の
聴
取
調
査

及
び
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
開
業

前
と
開
業
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
資
料
の
提
出
を
求
め
、
経

済
部
長
、
都
市
住
宅
課
長
、
商

工
観
光
課
長
、
都
市
住
宅
課
参

事
、
商
工
観
光
課
参
事
へ
の
聴

取
調
査
及
び
現
地
調
査
を
行
っ

た
。

３
．
除
雪
体
制
の
現
状
に
つ
い

て⑴
　
現
在
の
除
雪
出
動
体
制
と

判
断気

象
状
況
を
勘
案
し
、
土
木

課
維
持
係
２
名
に
て
22
時
か
ら

午
前
１
時
の
間
、
町
内
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
除
雪
出
動

判
断
に
つ
い
て
は
、
24
時
ま
で

に
積
雪
が
10
セ
ン
チ
以
上
若
し

く
は
10
セ
ン
チ
以
上
が
見
込
ま

れ
る
場
合
に
パ
ト
ロ
ー
ル
班
か

ら
土
木
課
長
に
状
況
を
報
告
し
、

土
木
課
長
が
最
終
的
な
判
断
を

し
て
い
る
。
通
勤
通
学
時
間
を

考
慮
し
て
遅
く
て
も
午
前
２
時

ま
で
に
は
各
社
に
維
持
係
か
ら

除
雪
出
動
連
絡
を
行
い
、
道
道

の
除
雪
パ
ト
ロ
ー
ル
班
と
も
連

携
し
出
動
判
断
を
図
っ
て
い
る
。

な
お
、
24
時
以
降
ま
た
は
、

早
朝
の
降
雪
に
よ
り
積
雪
し
た

場
合
は
基
本
的
に
翌
日
で
の
除

雪
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

⑵
　
平
成
29
年
度
町
道
等
除
雪

委
託
業
務
に
つ
い
て

除
雪
の
出
動
体
制
は
町
内
10

ブ
ロ
ッ
ク
を
委
託
業
者
が
行
い
、

委
託
期
間
は
平
成
29
年
12
月
１

日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
と
し
て
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
別

の
平
成
29
年
度
町
道
等
除
雪
委

託
業
務
一
覧
は
︿
表
１
﹀
の
と

お
り
で
あ
る
。

委
託
し
て
い
る
地
区
以
外
に

町
の
職
員
が
直
営
で
作
業
す
る

地
区
が
町
内
全
域
に
あ
り
、
嘱

託
職
員
２
名
と
臨
時
職
員
８
名

で
除
雪
作
業
や
パ
ト
ロ
ー
ル
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
28
年
度
は
町
内
を
９
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
委
託
し
て
お

り
、
年
11
回
の
出
動
を
基
本
と

し
て
い
る
が
、
出
動
回
数
は
地

区
に
よ
り
多
少
の
バ
ラ
つ
き
が

あ
る
も
の
の
、
各
地
区
11
回
〜

14
回
程
度
出
動
し
て
い
た
。
平

成
29
年
度
は
降
雪
が
多
い
た
め
、

出
動
回
数
が
契
約
回
数
を
上

回
っ
た
場
合
は
回
数
に
よ
り
委

託
料
を
追
加
す
る
と
し
て
い
る
。

常
任
委
員
会
活
動
報
告

︻
所
管
事
務
調
査
︼

〈表１〉平成２９年度町道等除雪委託業務一覧

ブロック 委 託 地 区 延長距離 車 輛 台 数 人員 委 託 業 者 契約金額（円）

第１
鳴川・大中山・大川・中野・
中島

２５．０㎞
２台

除雪ドーザ

２人
鳴川運送㈱ ３，６１１，５２０

２人

第２ 鳴川・緑町 １０．３㎞
１台

除雪ドーザ
２人 ㈱昇栄興業 １，８１７，６４０

第３ 鳴川 １２．３㎞
１台

除雪ドーザ
２人 ㈲佐藤運輸 １，８０３，６００

第４
桜町・本町・鳴川・大中山・
大川

３４．５㎞
３台

除雪ドーザ

２人

水島道路㈱ ５，４４５，３６０２人

１人

第５ 大中山・町道大川８号線 １７．７㎞
２台

除雪ドーザ

２人
㈲ケイエイムティ・コマツ ２，６０６，０４０

２人

第６
横津地区・町道大川１３号線・
大中山２７号線

１３．２㎞
２台

除雪専用車
ロータリー

２人
㈲ケイエイムティ・コマツ １１，６６４，０００

２人

第７ 大沼町・軍川・東大沼 ２６．９㎞
３台

除雪ドーザ

２人

㈱羽衣運輸 ６，８９０，４００２人

２人

第８
大沼町・上軍川・軍川・東大
沼・西大沼

３３．４㎞
１台

除雪専用車
２人 ㈱羽衣運輸 ３，６２８，８００

第９
本町・桜町・鳴川・大川・中野・
大中山・藤城・峠下・仁山

２０．３㎞
２台

歩道除雪車
ロータリー

１人
鳴川運送㈱ ３，５１６，４８０

１人

第１０ 上藤城・藤城 １７．４㎞
１台

除雪ドーザ
２人 ㈱小松工業 １，８０５，７６０

合　　　　計 ２１１．０㎞ １８台 ３３人 業者数：７社 ４２，７８９，６００
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ま
た
、
除
雪
機
械
を
運
転
す

る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢
化
に

よ
る
運
転
手
不
足
や
重
機
の
老

朽
化
か
ら
、
来
年
度
は
除
雪
委

託
業
者
が
不
足
す
る
の
で
な
い

か
と
い
う
質
問
が
委
員
か
ら
出

た
。
今
後
は
除
雪
専
用
車
を
所

有
す
る
業
者
が
減
少
す
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
新
規
参
入
の
意

向
を
示
し
て
い
る
業
者
や
、
現

在
委
託
契
約
し
て
い
る
業
者
の

中
で
、
未
稼
働
と
な
っ
て
い
る

除
雪
機
械
を
所
有
し
て
い
る
業

者
も
あ
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

⑶
　
平
成
29
年
度
除
排
雪
関
係

予
算
に
つ
い
て

平
成
30
年
２
月
20
日
現
在
で

の
本
町
地
区
に
お
け
る
降
雪
量

が
、
観
測
史
上
２
番
目
に
多
く
、

今
後
の
降
雪
に
よ
っ
て
は
歴
代

１
位
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
除
排
雪
作
業
に
お
い
て
は
、

例
年
の
２
倍
以
上
の
回
数
を
出

動
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。平

成
29
年
度
の
除
排
雪
関
係

の
当
初
予
算
は
９
４
，
７
３
６

千
円
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
11
月

か
ら
12
月
の
降
雪
に
よ
り
予
算

不
足
を
生
じ
、
平
成
29
年
第
４

回
定
例
会
に
お
い
て
４
，
２
５

６
千
円
追
加
補
正
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
記
録
的
な
降
雪
が
続

い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
11

月
12
日
に
４
９
，
３
９
７
千
円
、

更
に
平
成
30
年
２
月
13
日
に
５

０
，
０
０
０
千
円
の
専
決
処
分

を
行
い
、
町
民
の
生
活
に
支
障

が
出
な
い
よ
う
、
除
排
雪
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

４
．
町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い

て⑴
　
七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
の
現
状
に
つ
い
て

七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命
化

計
画
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平

成
34
年
度
ま
で
の
12
年
間
を
計

画
期
間
と
し
て
お
り
、
劣
化
度

調
査
結
果
等
を
も
と
に
予
防
保

全
的
な
維
持
管
理
や
耐
久
性
の

向
上
に
資
す
る
改
善
等
の
計
画

的
な
実
施
に
よ
り
、
公
営
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
長
寿
命
化
を
図
り
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮

減
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、

公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活

用
と
効
率
的
か
つ
円
滑
な
更
新

の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
る
。

七
飯
町
内
に
あ
る
町
営
住
宅

は
520
戸
で
あ
る
が
、
緑
町
団
地

及
び
桜
団
地
で
は
政
策
空
家
が

24
戸
あ
る
た
め
、
実
質
の
入
居

可
能
戸
数
は
496
戸
と
な
っ
て
お

り
、団
地
別
の
概
要
は
︿
表
２
﹀

の
と
お
り
で
あ
る
。

⑵
　
今
後
の
町
営
住
宅
の
建
替

及
び
改
修
の
計
画
に
つ
い
て

七
飯
町
に
必
要
な
町
営
住
宅

の
戸
数
は
人
口
規
模
か
ら
500
戸

程
度
と
し
て
い
る
。
長
寿
命
化

計
画
に
よ
り
平
成
25
年
度
か
ら

10
年
間
計
画
で
冬
ト
ピ
ア
団
地

を
順
次
改
修
し
て
お
り
、
平
成

29
年
度
は
10
棟
中
の
５
棟
目
を

改
修
中
で
あ
る
。
耐
用
年
数
が

あ
る
建
物
の
長
寿
命
化
改
修
工

事
は
国
か
ら
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
の
対
象
と
な
り
、

工
事
費
の
２
分
の
１
が
補
助
金

と
し
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
度
よ
り
こ
の
交
付
金

を
活
用
し
て
吉
野
山
団
地
、
桜

Ｂ
団
地
の
屋
根
と
外
壁
を
改
修

す
る
予
定
で
あ
る
。

桜
団
地
は
建
設
か
ら
46
年
が

経
過
し
、
耐
用
年
数
も
過
ぎ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
冬
ト
ピ
ア
団

地
の
改
修
工
事
終
了
後
に
新
鳴

川
団
地
の
建
築
を
開
始
し
、
桜

団
地
の
住
民
を
移
転
さ
せ
た
後
、

解
体
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
町
上
台
団
地
、
桜
Ｂ
団
地
、

吉
野
山
団
地
に
お
い
て
は
桜
団

地
解
体
後
に
新
築
の
方
向
で
考

え
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
は
長
寿

命
化
計
画
に
お
け
る
改
修
工
事

に
よ
り
、
各
町
営
住
宅
の
延
命

を
図
る
計
画
で
あ
る
。

５
．
道
の
駅
に
つ
い
て

⑴
　
町
が
行
っ
て
い
る
開
業
前

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
に
よ

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
の
他
、

11
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
、

函
館
市
港
町
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
環
駒
秋
の
味
覚
市
に

お
い
て
、
道
の
駅
で
販
売
さ
れ

る
「
ガ
ラ
ナ
ソ
フ
ト
」
の
試
食

会
を
開
催
。
２
月
９
日
か
ら
12

日
に
か
け
て
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
会
場
に
て
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と
と

も
に
道
の
駅
の
開
業
Ｐ
Ｒ
を
実

施
し
て
い
る
。

３
月
２
日
に
関
係
者
・
報
道

機
関
向
け
の
内
覧
会
を
実
施
し
、

３
月
23
日
に
正
式
な
開
業
を
迎

え
る
。

⑵
　
一
般
社
団
法
人
七
飯
町
振

興
公
社
が
行
っ
て
い
る
開
業
前

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ガ
ラ
ナ
ソ
フ
ト
、
き
き
り
ん

ご
、
も
っ
ち
り
ん
ご
、
コ
ロ
コ

ロ
い
も
も
ち
、
特
製
フ
レ
ン
チ

ト
ー
ス
ト
、
王
様
し
い
た
け

ス
ー
プ
、
王
様
し
い
た
け
コ

ロ
ッ
ケ
、
な
な
い
ろ
あ
げ
天
、

な
な
え
の
林
檎
ソ
フ
ト
等
、
道

の
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
顔
の
見
え
る
産
地
直

送
ブ
ー
ス
と
し
て
、
出
荷
農
家

23
軒
と
年
間
出
荷
計
画
に
基
づ

き
個
別
に
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
販
売
棚
に
は
農
家
の
写

真
と
コ
メ
ン
ト
を
表
示
し
、
七

飯
の
安
心
安
全
な
農
作
物
を
Ｐ

Ｒ
す
る
。

３
月
20
日
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン

と
し
て
町
民
限
定
の
試
験
営
業

を
行
い
、
ス
タ
ッ
フ
の
訓
練
や

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

の
什
器
・
陳
列
等
の
最
終
的
な

調
整
を
行
う
。

そ
の
他
、
開
業
後
に
は
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
、

集
客
増
を
図
っ
て
行
く
。
道
の

駅
は
町
と
し
て
の
一
大
事
業
で

あ
り
、
目
玉
の
事
業
で
あ
る
。

現
在
は
３
月
23
日
の
開
業
に
向

け
て
町
と
指
定
管
理
者
、
テ
ナ

ン
ト
業
者
が
一
緒
に
力
を
合
わ

せ
最
終
的
な
準
備
を
進
め
て
い

る
。
１
年
後
に
は
民
間
活
力
導

入
ス
ペ
ー
ス
に
民
間
企
業
が
開

業
予
定
で
あ
り
、
道
の
駅
エ
リ

ア
に
あ
る
既
存
の
商
業
店
舗
等

を
取
り
巻
き
、
峠
下
地
域
そ
し

て
七
飯
町
が
活
力
あ
る
町
と
な

る
よ
う
、
道
の
駅
の
運
営
を
し

て
い
く
旨
の
心
構
え
で
あ
る
と

い
う
説
明
で
あ
っ
た
。

⑶
　
道
の
駅
事
業
費
の
算
出
に

つ
い
て

現
時
点
に
お
け
る
道
の
駅
事

業
の
項
目
別
事
業
費
は︿
表
３
﹀

の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
事
業
費
に
対
す
る
財

源
の
内
訳
は
︿
表
４
﹀
の
と
お

り
で
あ
る
。

〈表２〉団地別の概要

団　地　名 設　置　年　度 戸数（戸） 備　　考

緑 町 団 地 昭和４３年 ４
耐用年数超過、政策
空き家２戸

本町上台団地 昭和５０年～昭和５８年 ５６
昭和５０年建築平屋造
のみ耐用年数超過

冬トピア団地 昭和６１年～平成３年 １３６

桜 団 地 昭和４４年～昭和４６年 ７０
耐用年数超過、政策
空き家２２戸

桜 Ｂ 団 地 昭和５３年～昭和５６年 ５２

大 沼 団 地 平成８年～平成１０年 ６０

吉 野 山 団 地 昭和４９年～昭和５９年 ２２

鳴川高台団地 平成１５年～平成２３年 １２０

計 ５２０
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経

済

産

業

◆
除
雪
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

◆
町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

◆
道
の
駅
に
つ
い
て

１
．
調
査
の
目
的

除
雪
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
除
雪
の
出
動
基
準
等
を
把

握
す
る
た
め
調
査
を
行
っ
た
。

町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
耐
用
年
数
が
経
過
し
て
い

る
団
地
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
営

繕
の
基
本
的
な
考
え
方
、
建
替

及
び
改
修
の
計
画
等
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
前
回

の
中
間
報
告
に
引
き
続
き
、
建

物
の
完
成
状
況
及
び
平
成
30
年

３
月
23
日
開
業
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

２
．
調
査
の
方
法

除
雪
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
除
雪
の
出
動
基
準
、
除
雪

委
託
業
者
数
、
除
雪
委
託
延
長

距
離
、
作
業
機
械
数
、
作
業
人

員
、
委
託
業
者
過
去
出
動
回
数
、

除
雪
委
託
契
約
関
係
一
式
、
直

営
人
件
費
、
町
内
の
除
雪
が
で

き
る
業
者
、
除
雪
に
対
す
る
苦

情
の
状
況
に
つ
い
て
資
料
の
提

出
を
求
め
、
経
済
部
長
、
土
木

課
長
へ
の
聴
取
調
査
を
行
っ
た
。

町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
の
現
状
、
今
後
の
町
営

住
宅
の
建
替
及
び
改
修
の
計
画
、

入
居
の
状
況
、
料
金
体
系
に
つ

い
て
資
料
の
提
出
を
求
め
、
経

済
部
長
、
都
市
住
宅
課
長
、
都

市
住
宅
課
参
事
へ
の
聴
取
調
査

及
び
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
開
業

前
と
開
業
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
資
料
の
提
出
を
求
め
、
経

済
部
長
、
都
市
住
宅
課
長
、
商

工
観
光
課
長
、
都
市
住
宅
課
参

事
、
商
工
観
光
課
参
事
へ
の
聴

取
調
査
及
び
現
地
調
査
を
行
っ

た
。

３
．
除
雪
体
制
の
現
状
に
つ
い

て⑴
　
現
在
の
除
雪
出
動
体
制
と

判
断気

象
状
況
を
勘
案
し
、
土
木

課
維
持
係
２
名
に
て
22
時
か
ら

午
前
１
時
の
間
、
町
内
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
除
雪
出
動

判
断
に
つ
い
て
は
、
24
時
ま
で

に
積
雪
が
10
セ
ン
チ
以
上
若
し

く
は
10
セ
ン
チ
以
上
が
見
込
ま

れ
る
場
合
に
パ
ト
ロ
ー
ル
班
か

ら
土
木
課
長
に
状
況
を
報
告
し
、

土
木
課
長
が
最
終
的
な
判
断
を

し
て
い
る
。
通
勤
通
学
時
間
を

考
慮
し
て
遅
く
て
も
午
前
２
時

ま
で
に
は
各
社
に
維
持
係
か
ら

除
雪
出
動
連
絡
を
行
い
、
道
道

の
除
雪
パ
ト
ロ
ー
ル
班
と
も
連

携
し
出
動
判
断
を
図
っ
て
い
る
。

な
お
、
24
時
以
降
ま
た
は
、

早
朝
の
降
雪
に
よ
り
積
雪
し
た

場
合
は
基
本
的
に
翌
日
で
の
除

雪
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

⑵
　
平
成
29
年
度
町
道
等
除
雪

委
託
業
務
に
つ
い
て

除
雪
の
出
動
体
制
は
町
内
10

ブ
ロ
ッ
ク
を
委
託
業
者
が
行
い
、

委
託
期
間
は
平
成
29
年
12
月
１

日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
と
し
て
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
別

の
平
成
29
年
度
町
道
等
除
雪
委

託
業
務
一
覧
は
︿
表
１
﹀
の
と

お
り
で
あ
る
。

委
託
し
て
い
る
地
区
以
外
に

町
の
職
員
が
直
営
で
作
業
す
る

地
区
が
町
内
全
域
に
あ
り
、
嘱

託
職
員
２
名
と
臨
時
職
員
８
名

で
除
雪
作
業
や
パ
ト
ロ
ー
ル
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
28
年
度
は
町
内
を
９
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
委
託
し
て
お

り
、
年
11
回
の
出
動
を
基
本
と

し
て
い
る
が
、
出
動
回
数
は
地

区
に
よ
り
多
少
の
バ
ラ
つ
き
が

あ
る
も
の
の
、
各
地
区
11
回
〜

14
回
程
度
出
動
し
て
い
た
。
平

成
29
年
度
は
降
雪
が
多
い
た
め
、

出
動
回
数
が
契
約
回
数
を
上

回
っ
た
場
合
は
回
数
に
よ
り
委

託
料
を
追
加
す
る
と
し
て
い
る
。

常
任
委
員
会
活
動
報
告

︻
所
管
事
務
調
査
︼

〈表１〉平成２９年度町道等除雪委託業務一覧

ブロック 委 託 地 区 延長距離 車 輛 台 数 人員 委 託 業 者 契約金額（円）

第１
鳴川・大中山・大川・中野・
中島

２５．０㎞
２台

除雪ドーザ

２人
鳴川運送㈱ ３，６１１，５２０

２人

第２ 鳴川・緑町 １０．３㎞
１台

除雪ドーザ
２人 ㈱昇栄興業 １，８１７，６４０

第３ 鳴川 １２．３㎞
１台

除雪ドーザ
２人 ㈲佐藤運輸 １，８０３，６００

第４
桜町・本町・鳴川・大中山・
大川

３４．５㎞
３台

除雪ドーザ

２人

水島道路㈱ ５，４４５，３６０２人

１人

第５ 大中山・町道大川８号線 １７．７㎞
２台

除雪ドーザ

２人
㈲ケイエイムティ・コマツ ２，６０６，０４０

２人

第６
横津地区・町道大川１３号線・
大中山２７号線

１３．２㎞
２台

除雪専用車
ロータリー

２人
㈲ケイエイムティ・コマツ １１，６６４，０００

２人

第７ 大沼町・軍川・東大沼 ２６．９㎞
３台

除雪ドーザ

２人

㈱羽衣運輸 ６，８９０，４００２人

２人

第８
大沼町・上軍川・軍川・東大
沼・西大沼

３３．４㎞
１台

除雪専用車
２人 ㈱羽衣運輸 ３，６２８，８００

第９
本町・桜町・鳴川・大川・中野・
大中山・藤城・峠下・仁山

２０．３㎞
２台

歩道除雪車
ロータリー

１人
鳴川運送㈱ ３，５１６，４８０

１人

第１０ 上藤城・藤城 １７．４㎞
１台

除雪ドーザ
２人 ㈱小松工業 １，８０５，７６０

合　　　　計 ２１１．０㎞ １８台 ３３人 業者数：７社 ４２，７８９，６００
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ま
た
、
除
雪
機
械
を
運
転
す

る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢
化
に

よ
る
運
転
手
不
足
や
重
機
の
老

朽
化
か
ら
、
来
年
度
は
除
雪
委

託
業
者
が
不
足
す
る
の
で
な
い

か
と
い
う
質
問
が
委
員
か
ら
出

た
。
今
後
は
除
雪
専
用
車
を
所

有
す
る
業
者
が
減
少
す
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
新
規
参
入
の
意

向
を
示
し
て
い
る
業
者
や
、
現

在
委
託
契
約
し
て
い
る
業
者
の

中
で
、
未
稼
働
と
な
っ
て
い
る

除
雪
機
械
を
所
有
し
て
い
る
業

者
も
あ
る
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

⑶
　
平
成
29
年
度
除
排
雪
関
係

予
算
に
つ
い
て

平
成
30
年
２
月
20
日
現
在
で

の
本
町
地
区
に
お
け
る
降
雪
量

が
、
観
測
史
上
２
番
目
に
多
く
、

今
後
の
降
雪
に
よ
っ
て
は
歴
代

１
位
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
除
排
雪
作
業
に
お
い
て
は
、

例
年
の
２
倍
以
上
の
回
数
を
出

動
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。平

成
29
年
度
の
除
排
雪
関
係

の
当
初
予
算
は
９
４
，
７
３
６

千
円
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
11
月

か
ら
12
月
の
降
雪
に
よ
り
予
算

不
足
を
生
じ
、
平
成
29
年
第
４

回
定
例
会
に
お
い
て
４
，
２
５

６
千
円
追
加
補
正
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
記
録
的
な
降
雪
が
続

い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
11

月
12
日
に
４
９
，
３
９
７
千
円
、

更
に
平
成
30
年
２
月
13
日
に
５

０
，
０
０
０
千
円
の
専
決
処
分

を
行
い
、
町
民
の
生
活
に
支
障

が
出
な
い
よ
う
、
除
排
雪
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

４
．
町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い

て⑴
　
七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
の
現
状
に
つ
い
て

七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命
化

計
画
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平

成
34
年
度
ま
で
の
12
年
間
を
計

画
期
間
と
し
て
お
り
、
劣
化
度

調
査
結
果
等
を
も
と
に
予
防
保

全
的
な
維
持
管
理
や
耐
久
性
の

向
上
に
資
す
る
改
善
等
の
計
画

的
な
実
施
に
よ
り
、
公
営
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
長
寿
命
化
を
図
り
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮

減
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、

公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活

用
と
効
率
的
か
つ
円
滑
な
更
新

の
実
現
を
目
的
と
し
て
い
る
。

七
飯
町
内
に
あ
る
町
営
住
宅

は
520
戸
で
あ
る
が
、
緑
町
団
地

及
び
桜
団
地
で
は
政
策
空
家
が

24
戸
あ
る
た
め
、
実
質
の
入
居

可
能
戸
数
は
496
戸
と
な
っ
て
お

り
、団
地
別
の
概
要
は
︿
表
２
﹀

の
と
お
り
で
あ
る
。

⑵
　
今
後
の
町
営
住
宅
の
建
替

及
び
改
修
の
計
画
に
つ
い
て

七
飯
町
に
必
要
な
町
営
住
宅

の
戸
数
は
人
口
規
模
か
ら
500
戸

程
度
と
し
て
い
る
。
長
寿
命
化

計
画
に
よ
り
平
成
25
年
度
か
ら

10
年
間
計
画
で
冬
ト
ピ
ア
団
地

を
順
次
改
修
し
て
お
り
、
平
成

29
年
度
は
10
棟
中
の
５
棟
目
を

改
修
中
で
あ
る
。
耐
用
年
数
が

あ
る
建
物
の
長
寿
命
化
改
修
工

事
は
国
か
ら
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
の
対
象
と
な
り
、

工
事
費
の
２
分
の
１
が
補
助
金

と
し
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
度
よ
り
こ
の
交
付
金

を
活
用
し
て
吉
野
山
団
地
、
桜

Ｂ
団
地
の
屋
根
と
外
壁
を
改
修

す
る
予
定
で
あ
る
。

桜
団
地
は
建
設
か
ら
46
年
が

経
過
し
、
耐
用
年
数
も
過
ぎ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
冬
ト
ピ
ア
団

地
の
改
修
工
事
終
了
後
に
新
鳴

川
団
地
の
建
築
を
開
始
し
、
桜

団
地
の
住
民
を
移
転
さ
せ
た
後
、

解
体
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
町
上
台
団
地
、
桜
Ｂ
団
地
、

吉
野
山
団
地
に
お
い
て
は
桜
団

地
解
体
後
に
新
築
の
方
向
で
考

え
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
は
長
寿

命
化
計
画
に
お
け
る
改
修
工
事

に
よ
り
、
各
町
営
住
宅
の
延
命

を
図
る
計
画
で
あ
る
。

５
．
道
の
駅
に
つ
い
て

⑴
　
町
が
行
っ
て
い
る
開
業
前

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
に
よ

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
の
他
、

11
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
、

函
館
市
港
町
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
環
駒
秋
の
味
覚
市
に

お
い
て
、
道
の
駅
で
販
売
さ
れ

る
「
ガ
ラ
ナ
ソ
フ
ト
」
の
試
食

会
を
開
催
。
２
月
９
日
か
ら
12

日
に
か
け
て
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
会
場
に
て
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と
と

も
に
道
の
駅
の
開
業
Ｐ
Ｒ
を
実

施
し
て
い
る
。

３
月
２
日
に
関
係
者
・
報
道

機
関
向
け
の
内
覧
会
を
実
施
し
、

３
月
23
日
に
正
式
な
開
業
を
迎

え
る
。

⑵
　
一
般
社
団
法
人
七
飯
町
振

興
公
社
が
行
っ
て
い
る
開
業
前

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ガ
ラ
ナ
ソ
フ
ト
、
き
き
り
ん

ご
、
も
っ
ち
り
ん
ご
、
コ
ロ
コ

ロ
い
も
も
ち
、
特
製
フ
レ
ン
チ

ト
ー
ス
ト
、
王
様
し
い
た
け

ス
ー
プ
、
王
様
し
い
た
け
コ

ロ
ッ
ケ
、
な
な
い
ろ
あ
げ
天
、

な
な
え
の
林
檎
ソ
フ
ト
等
、
道

の
駅
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
顔
の
見
え
る
産
地
直

送
ブ
ー
ス
と
し
て
、
出
荷
農
家

23
軒
と
年
間
出
荷
計
画
に
基
づ

き
個
別
に
契
約
を
結
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
販
売
棚
に
は
農
家
の
写

真
と
コ
メ
ン
ト
を
表
示
し
、
七

飯
の
安
心
安
全
な
農
作
物
を
Ｐ

Ｒ
す
る
。

３
月
20
日
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン

と
し
て
町
民
限
定
の
試
験
営
業

を
行
い
、
ス
タ
ッ
フ
の
訓
練
や

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

の
什
器
・
陳
列
等
の
最
終
的
な

調
整
を
行
う
。

そ
の
他
、
開
業
後
に
は
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
、

集
客
増
を
図
っ
て
行
く
。
道
の

駅
は
町
と
し
て
の
一
大
事
業
で

あ
り
、
目
玉
の
事
業
で
あ
る
。

現
在
は
３
月
23
日
の
開
業
に
向

け
て
町
と
指
定
管
理
者
、
テ
ナ

ン
ト
業
者
が
一
緒
に
力
を
合
わ

せ
最
終
的
な
準
備
を
進
め
て
い

る
。
１
年
後
に
は
民
間
活
力
導

入
ス
ペ
ー
ス
に
民
間
企
業
が
開

業
予
定
で
あ
り
、
道
の
駅
エ
リ

ア
に
あ
る
既
存
の
商
業
店
舗
等

を
取
り
巻
き
、
峠
下
地
域
そ
し

て
七
飯
町
が
活
力
あ
る
町
と
な

る
よ
う
、
道
の
駅
の
運
営
を
し

て
い
く
旨
の
心
構
え
で
あ
る
と

い
う
説
明
で
あ
っ
た
。

⑶
　
道
の
駅
事
業
費
の
算
出
に

つ
い
て

現
時
点
に
お
け
る
道
の
駅
事

業
の
項
目
別
事
業
費
は︿
表
３
﹀

の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
事
業
費
に
対
す
る
財

源
の
内
訳
は
︿
表
４
﹀
の
と
お

り
で
あ
る
。

〈表２〉団地別の概要

団　地　名 設　置　年　度 戸数（戸） 備　　考

緑 町 団 地 昭和４３年 ４
耐用年数超過、政策
空き家２戸

本町上台団地 昭和５０年～昭和５８年 ５６
昭和５０年建築平屋造
のみ耐用年数超過

冬トピア団地 昭和６１年～平成３年 １３６

桜 団 地 昭和４４年～昭和４６年 ７０
耐用年数超過、政策
空き家２２戸

桜 Ｂ 団 地 昭和５３年～昭和５６年 ５２

大 沼 団 地 平成８年～平成１０年 ６０

吉 野 山 団 地 昭和４９年～昭和５９年 ２２

鳴川高台団地 平成１５年～平成２３年 １２０

計 ５２０
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総
事
業
費
約
１
，
０
６
７
，

８
７
６
千
円
の
う
ち
、
地
方
創

生
交
付
金
６
，
４
２
９
千
円
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
１

７
６
，
１
０
０
千
円
、
い
き
い

き
ふ
る
さ
と
推
進
事
業
助
成
金

１
，
０
０
０
千
円
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
５
，
０
０
０
千
円
、

道
の
駅
整
備
事
業
債
の
う
ち

50
％
交
付
税
算
入
さ
れ
る
財
源

対
策
債
１
０
０
，
８
０
０
千
円

の
１
／
２
の
額
の
５
０
，
４
０

０
千
円
を
合
わ
せ
た
約
２
３
８
，

９
２
９
千
円
が
特
定
財
源
等
と

し
て
見
込
ま
れ
、
町
の
持
ち
出

し
財
源
は
８
２
８
，
９
４
７
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

６
．
ま
と
め

除
雪
体
制
に
つ
い
て
は
、
出

動
体
制
、
出
動
回
数
な
ど
管
内

で
も
行
き
届
い
た
除
雪
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
評
価
は
あ
る
が
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
高
齢
化
に

よ
り
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
よ
り
高

ま
っ
て
い
る
中
、
今
後
の
対
応

を
更
に
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
今
年
度
は
契
約
期
間
前

の
11
月
に
多
く
の
降
雪
が
あ
り
、

委
託
業
者
が
出
動
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
年
度
か

ら
は
契
約
開
始
を
早
め
て
11
月

の
降
雪
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

委
託
契
約
時
期
の
改
善
が
必
要

と
考
え
る
。

全
国
的
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

高
齢
化
に
よ
り
除
雪
機
械
の
運

転
手
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り

七
飯
町
の
除
雪
体
制
に
影
響
が

出
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
は

将
来
的
な
除
雪
体
制
を
協
議
す

る
と
と
も
に
、
町
で
除
雪
専
用

車
を
購
入
す
る
な
ど
の
方
向
性

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
近
年
は
異
常
気
象
が

多
発
し
て
お
り
、
今
年
の
よ
う

な
豪
雪
を
想
定
し
た
雪
捨
て
場

の
確
保
や
、
除
排
雪
体
制
に
臨

機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

来
年
度
に
向
け
て
対
策
を
講
じ

て
頂
き
た
い
。

運
転
業
務
に
携
わ
る
職
員
に

は
乗
車
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
検
査

機
器
で
毎
回
検
査
を
実
施
し
て

お
り
、
安
全
運
転
に
対
す
る
意

識
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
除
雪
作
業
中
の
事
故
に
は
十

分
注
意
し
、
安
全
安
心
な
除
雪

体
制
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

は
「
七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
」
に
よ
り
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

既
存
の
町
営
住
宅
の
改
修
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
新
鳴
川

団
地
の
建
築
が
当
初
の
予
定
よ

り
遅
れ
て
い
る
が
、
建
替
・
解

体
と
い
う
ロ
ー
リ
ン
グ
計
画
の

中
、
耐
用
年
数
が
あ
る
住
宅
に

つ
い
て
は
国
の
制
度
を
利
用
し

な
が
ら
延
命
を
行
う
こ
と
で
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
削
減
、

更
新
事
業
費
、
事
業
量
の
縮
減

を
図
り
、
町
民
の
多
様
化
す
る

要
望
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め

に
も
、
計
画
的
な
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
建
物

が
完
成
し
、
現
在
外
構
工
事
が

最
終
的
な
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

備
品
等
の
納
入
な
ど
に
遅
れ
が

出
な
い
よ
う
、
管
理
・
指
導
を

徹
底
し
、
町
・
指
定
管
理
者
・

民
間
事
業
者
・
町
民
と
力
を
合

わ
せ
３
月
23
日
の
オ
ー
プ
ン
を

成
功
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈表３〉項目別事業費算出表

種　　　　　別
Ｈ２８．３．１０現在
事業費（円）

Ｈ３０．２．２０現在
事業費（円）

差し引き（円）

委 託 料 ６３，４０７，６００ ９１，４８７，６００ ２８，０８０，０００

工 事 請 負 費 ９１１，７００，０００ ８４０，４９７，８００ △７１，２０２，２００�

道の駅　新築工事 ４００，０００，０００ ４５２，８００，８００ ５２，８００，８００

建 物 以 外 ５１１，７００，０００ ３８７，６９７，０００ △１２４，００３，０００�

公有財産購入費 １１９，４１３，０２６ ８８，０２５，５２８ △３１，３８７，４９８�

借　　地　　料 ０ ３，７８４，１６６ ３，７８４，１６６

備　　　　　品 ７０，２００，０００ ３２，７２５，０００ △３７，４７５，０００

補　　償　　費 ４０，０００，０００ ８，８４７，６００ △３１，１５２，４００�

需　　用　　費 ０ １，８８０，０００ １，８８０，０００

役　　務　　費 ０ ６２８，０００ ６２８，０００

合　　　　　計 １，２０４，７２０，６２６ １，０６７，８７５，６９４ △１３６，８４４，９３２�

〈表４〉財源内訳

項　　　目　　　別 合　　計（円）

地方創生交付金 ６，４２９，０００

社会資本整備総合交付金 １７６，１００，０００

いきいきふるさと推進事業助成金 １，０００，０００

企業版ふるさと納税 ５，０００，０００

道の駅整備事業債 ６０８，１００，０００

　・公共事業債 １２６，０００，０００

　・財源対策債（交付税算入率　50%） １００，８００，０００

　・一般単独事業債 ３８１，３００，０００

一般財源 ２７１，２４６，６９４

　内、基金繰入額 １６５，４６６，０００

　　（土地開発基金） ２９，４６６，０００

　　（新幹線事業推進基金） １３６，０００，０００

合　　　　　　計 １，０６７，８７５，６９４
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民

生

文

教

◆
居
宅
介
護
事
業
所
指
定
権
限

の
移
譲
に
つ
い
て

◆
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て

１
．
調
査
の
目
的

居
宅
介
護
事
業
所
指
定
権
限

の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
６
月
に
地
域
に
お
け
る
医
療

及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を

推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
６
条

の
規
定
に
よ
る
介
護
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
市
町
村
で
基
準
等
を

定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
内
容
等
の
調
査
を

行
っ
た
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
見
直
し
す
る

こ
と
か
ら
計
画
内
容
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

２
．
調
査
の
方
法

居
宅
介
護
事
業
所
指
定
権
限

の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
居
宅
介

護
事
業
所
指
定
の
現
状
、
権
限

移
譲
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
資
料
の
提
出
を
求
め
民

生
部
長
、
福
祉
課
長
へ
の
聴
取

調
査
を
行
っ
た
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
推
移
、

要
介
護
・
要
支
援
者
数
の
推

移
、
計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
現
計
画
の
進
捗
状
況
、
新

計
画
の
素
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
資
料
の
提
出
を
求
め
民
生
部

長
、
福
祉
課
長
へ
の
聴
取
調
査

を
行
っ
た
。

３
．
居
宅
介
護
事
業
所
指
定
権

限
の
移
譲
に
つ
い
て

【
居
宅
介
護
事
業
所
指
定
の
現

状
】介

護
保
険
の
根
幹
と
も
な
る

居
宅
介
護
支
援
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
に
よ
り
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
の
連
携
・
調
整

を
図
り
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
町
内
に
あ
る
北
海
道
よ

り
指
定
さ
れ
た
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
は
７
カ
所
で
︿
表
１
﹀

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

【
権
限
の
移
譲
に
よ
る
影
響
】

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指

定
は
、
事
業
者
か
ら
の
申
請
に

基
づ
き
都
道
府
県
が
行
っ
て
い

る
が
、
今
回
の
介
護
保
険
制
度

改
正
の
趣
旨
で
あ
る
「
保
険
者

（
市
町
村
）
機
能
の
強
化
」
に

よ
り
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
市
町
村
自

ら
が
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
育

成
や
指
導
、
支
援
に
関
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
法
改
正
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
次
の
事

務
事
業
に
影
響
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

⑴
　
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
指
定
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定

⑵
　
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
指
定
に
関
す
る
事
前
相
談
、

指
定
申
請
書
の
提
出
、
指
定
後

の
各
種
届
出
等

⑶
　
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
、
介
護
報
酬
に
関

す
る
基
準
を
指
定
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
が
満
た
し
た
上
で
、

適
正
に
介
護
報
酬
の
請
求
が
な

さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
検
査

⑷
　
指
導
監
査
の
実
施

【
厚
生
労
働
省
令
の
改
正
】

町
は
、
北
海
道
が
定
め
る
北

海
道
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
以

下
「
北
海
道
条
例
」
と
い
う
。）

を
準
拠
し
た
条
例
制
定
に
向
け

た
準
備
を
行
っ
て
い
た
が
、
当

委
員
会
の
調
査
中
（
平
成
30
年

１
月
18
日
）
に
国
の
指
定
居
宅

介
護
の
支
援
の
基
準
（
従
う
べ

き
基
準
）
に
改
正
が
お
こ
な
わ

れ
、
次
の
点
が
改
正
さ
れ
た
。

⑴
　
従
う
べ
き
基
準
に
、
訪
問

回
数
の
多
い
利
用
者
へ
の
対
応

が
新
た
に
追
加

⑵
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
き
た
障
が
い
者
が
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
障
害
福
祉
制
度
の
相

談
支
援
専
門
員
と
の
密
接
な
連

携
を
促
進
す
る
た
め
、
指
定
居

宅
介
護
事
業
者
が
特
定
相
談
支

援
事
業
者
と
の
連
携
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
旨
を
明
確
化
す
る

改
正

⑶
　
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

で
あ
る
こ
と
を
管
理
者
の
要
件

と
す
る
（
経
過
措
置
あ
り
）

⑷
　
利
用
者
と
の
契
約
に
あ
た

り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

紹
介
を
複
数
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
説
明
の
義
務

⑸
　
入
院
時
に
お
け
る
医
療

機
関
と
の
連
携
促
進
の
た
め
、

入
院
時
に
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
氏
名
等
を
提
供
す
る

よ
う
依
頼
す
る
こ
と
の
義
務
化

⑹
　
末
期
の
悪
性
腫
瘍
の
利
用

者
に
対
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
趣
旨
の
一
部
改
正

⑺
　
利
用
者
の
口
腔
に
関
す
る

問
題
や
服
薬
状
況
等
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
把
握
し
た
利
用

者
の
情
報
を
主
治
の
医
師
等
に

情
報
伝
達
を
行
う
義
務

⑻
　
訪
問
回
数
の
多
い
利
用
者

へ
の
対
応
の
追
加

⑼
　
利
用
者
が
医
療
系
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
希
望
し
て
い
る
場

合
、
主
治
の
医
師
等
の
意
見
を

求
め
、
主
治
の
医
師
等
に
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
交
付
す
る
こ
と
の
義

務
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
北
海
道

条
例
の
定
め
に
国
で
示
し
た
基

準
（
従
う
べ
き
基
準
）
を
網
羅

し
た
条
例
を
３
月
定
例
会
に
提

案
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

委
員
か
ら
は
、
訪
問
回
数
の

多
い
基
準
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
全
国
平
均
利
用
回
数
＋
２

標
準
偏
差
と
さ
れ
て
お
り
、
平

成
30
年
４
月
に
国
が
定
め
、
そ

の
部
分
に
つ
い
て
は
同
年
10
月

か
ら
施
行
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

４
．
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て

【
高
齢
者
及
び
要
介
護
・
要
支

援
者
数
の
推
移
】

総
人
口
及
び
高
齢
者
人
口
は
、

ほ
ぼ
計
画
通
り
に
推
移
し
て
き

た
が
、
認
定
者
数
は
計
画
を
下

回
る
実
績
と
な
っ
て
い
る
。
要

介
護
度
別
の
内
訳
は
、
第
６
期

計
画
期
間
内
を
通
じ
て
要
介
護

２
及
び
要
介
護
５
は
計
画
を
上

回
り
、
要
介
護
１
、
要
介
護
３

及
び
要
介
護
４
は
計
画
を
下
回

る
実
績
と
な
り
︿
表
２
﹀
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
る
。

【
計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

平
成
29
年
７
月
か
ら
平
成
30�

年
３
月
ま
で
を
期
間
と
し
て
、

各
項
目
の
実
施
時
期
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
る
。

１
．
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

の
発
送
と
回
収
を
８
月
中
に
、

結
果
の
集
計
、
分
析
を
９
月
か

ら
10
月
ま
で
に
実
施
。

２
．
現
行
計
画
施
策
実
施
状
況

調
査
を
９
月
に
行
い
、
10
月
26

〈表１〉町内の居宅介護支援事業所

事　業　所　名 所　在　地 法　人　名
１ ケアプランセンターあかまつ 本町４丁目６－１０ 医療法人社団　健和会
２ ケアプランセンターそよかぜ 本町６丁目７－１２ 有限会社　ウィズ
３ ケアプランふれあい 本町４丁目１１－１５ 株式会社　スローライフ
４ 介護プランセンターしゃきょう 字中野２１０－２ 社会福祉法人　七飯町社会福祉協議会
５ ケアプランセンターゆうりん 鳴川３丁目２４－１９ 社会福祉法人　七飯有隣会
６ ケアサポートこのか 本町２丁目２９－９ 合同会社　ケアサポートこのか
７ 医療法人社団慈友会　望ヶ丘医院 大川３丁目５－２８ 医療法人社団　慈友会
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総
事
業
費
約
１
，
０
６
７
，

８
７
６
千
円
の
う
ち
、
地
方
創

生
交
付
金
６
，
４
２
９
千
円
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
１

７
６
，
１
０
０
千
円
、
い
き
い

き
ふ
る
さ
と
推
進
事
業
助
成
金

１
，
０
０
０
千
円
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
５
，
０
０
０
千
円
、

道
の
駅
整
備
事
業
債
の
う
ち

50
％
交
付
税
算
入
さ
れ
る
財
源

対
策
債
１
０
０
，
８
０
０
千
円

の
１
／
２
の
額
の
５
０
，
４
０

０
千
円
を
合
わ
せ
た
約
２
３
８
，

９
２
９
千
円
が
特
定
財
源
等
と

し
て
見
込
ま
れ
、
町
の
持
ち
出

し
財
源
は
８
２
８
，
９
４
７
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

６
．
ま
と
め

除
雪
体
制
に
つ
い
て
は
、
出

動
体
制
、
出
動
回
数
な
ど
管
内

で
も
行
き
届
い
た
除
雪
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
評
価
は
あ
る
が
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
高
齢
化
に

よ
り
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
よ
り
高

ま
っ
て
い
る
中
、
今
後
の
対
応

を
更
に
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
今
年
度
は
契
約
期
間
前

の
11
月
に
多
く
の
降
雪
が
あ
り
、

委
託
業
者
が
出
動
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
新
年
度
か

ら
は
契
約
開
始
を
早
め
て
11
月

の
降
雪
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

委
託
契
約
時
期
の
改
善
が
必
要

と
考
え
る
。

全
国
的
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

高
齢
化
に
よ
り
除
雪
機
械
の
運

転
手
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り

七
飯
町
の
除
雪
体
制
に
影
響
が

出
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
は

将
来
的
な
除
雪
体
制
を
協
議
す

る
と
と
も
に
、
町
で
除
雪
専
用

車
を
購
入
す
る
な
ど
の
方
向
性

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
近
年
は
異
常
気
象
が

多
発
し
て
お
り
、
今
年
の
よ
う

な
豪
雪
を
想
定
し
た
雪
捨
て
場

の
確
保
や
、
除
排
雪
体
制
に
臨

機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

来
年
度
に
向
け
て
対
策
を
講
じ

て
頂
き
た
い
。

運
転
業
務
に
携
わ
る
職
員
に

は
乗
車
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
検
査

機
器
で
毎
回
検
査
を
実
施
し
て

お
り
、
安
全
運
転
に
対
す
る
意

識
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
除
雪
作
業
中
の
事
故
に
は
十

分
注
意
し
、
安
全
安
心
な
除
雪

体
制
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

は
「
七
飯
町
公
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
」
に
よ
り
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

既
存
の
町
営
住
宅
の
改
修
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
新
鳴
川

団
地
の
建
築
が
当
初
の
予
定
よ

り
遅
れ
て
い
る
が
、
建
替
・
解

体
と
い
う
ロ
ー
リ
ン
グ
計
画
の

中
、
耐
用
年
数
が
あ
る
住
宅
に

つ
い
て
は
国
の
制
度
を
利
用
し

な
が
ら
延
命
を
行
う
こ
と
で
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
削
減
、

更
新
事
業
費
、
事
業
量
の
縮
減

を
図
り
、
町
民
の
多
様
化
す
る

要
望
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め

に
も
、
計
画
的
な
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
建
物

が
完
成
し
、
現
在
外
構
工
事
が

最
終
的
な
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

備
品
等
の
納
入
な
ど
に
遅
れ
が

出
な
い
よ
う
、
管
理
・
指
導
を

徹
底
し
、
町
・
指
定
管
理
者
・

民
間
事
業
者
・
町
民
と
力
を
合

わ
せ
３
月
23
日
の
オ
ー
プ
ン
を

成
功
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈表３〉項目別事業費算出表

種　　　　　別
Ｈ２８．３．１０現在
事業費（円）

Ｈ３０．２．２０現在
事業費（円）

差し引き（円）

委 託 料 ６３，４０７，６００ ９１，４８７，６００ ２８，０８０，０００

工 事 請 負 費 ９１１，７００，０００ ８４０，４９７，８００ △７１，２０２，２００�

道の駅　新築工事 ４００，０００，０００ ４５２，８００，８００ ５２，８００，８００

建 物 以 外 ５１１，７００，０００ ３８７，６９７，０００ △１２４，００３，０００�

公有財産購入費 １１９，４１３，０２６ ８８，０２５，５２８ △３１，３８７，４９８�

借　　地　　料 ０ ３，７８４，１６６ ３，７８４，１６６

備　　　　　品 ７０，２００，０００ ３２，７２５，０００ △３７，４７５，０００

補　　償　　費 ４０，０００，０００ ８，８４７，６００ △３１，１５２，４００�

需　　用　　費 ０ １，８８０，０００ １，８８０，０００

役　　務　　費 ０ ６２８，０００ ６２８，０００

合　　　　　計 １，２０４，７２０，６２６ １，０６７，８７５，６９４ △１３６，８４４，９３２�

〈表４〉財源内訳

項　　　目　　　別 合　　計（円）

地方創生交付金 ６，４２９，０００

社会資本整備総合交付金 １７６，１００，０００

いきいきふるさと推進事業助成金 １，０００，０００

企業版ふるさと納税 ５，０００，０００

道の駅整備事業債 ６０８，１００，０００

　・公共事業債 １２６，０００，０００

　・財源対策債（交付税算入率　50%） １００，８００，０００

　・一般単独事業債 ３８１，３００，０００

一般財源 ２７１，２４６，６９４

　内、基金繰入額 １６５，４６６，０００

　　（土地開発基金） ２９，４６６，０００

　　（新幹線事業推進基金） １３６，０００，０００

合　　　　　　計 １，０６７，８７５，６９４
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民

生

文

教

◆
居
宅
介
護
事
業
所
指
定
権
限

の
移
譲
に
つ
い
て

◆
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て

１
．
調
査
の
目
的

居
宅
介
護
事
業
所
指
定
権
限

の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
６
月
に
地
域
に
お
け
る
医
療

及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を

推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
６
条

の
規
定
に
よ
る
介
護
保
険
法
の

改
正
に
よ
り
、
平
成
30
年
４
月

１
日
か
ら
市
町
村
で
基
準
等
を

定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
内
容
等
の
調
査
を

行
っ
た
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
見
直
し
す
る

こ
と
か
ら
計
画
内
容
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。

２
．
調
査
の
方
法

居
宅
介
護
事
業
所
指
定
権
限

の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
居
宅
介

護
事
業
所
指
定
の
現
状
、
権
限

移
譲
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
資
料
の
提
出
を
求
め
民

生
部
長
、
福
祉
課
長
へ
の
聴
取

調
査
を
行
っ
た
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
推
移
、

要
介
護
・
要
支
援
者
数
の
推

移
、
計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
現
計
画
の
進
捗
状
況
、
新

計
画
の
素
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
資
料
の
提
出
を
求
め
民
生
部

長
、
福
祉
課
長
へ
の
聴
取
調
査

を
行
っ
た
。

３
．
居
宅
介
護
事
業
所
指
定
権

限
の
移
譲
に
つ
い
て

【
居
宅
介
護
事
業
所
指
定
の
現

状
】介

護
保
険
の
根
幹
と
も
な
る

居
宅
介
護
支
援
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
に
よ
り
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
の
連
携
・
調
整

を
図
り
居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
町
内
に
あ
る
北
海
道
よ

り
指
定
さ
れ
た
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
は
７
カ
所
で
︿
表
１
﹀

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

【
権
限
の
移
譲
に
よ
る
影
響
】

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指

定
は
、
事
業
者
か
ら
の
申
請
に

基
づ
き
都
道
府
県
が
行
っ
て
い

る
が
、
今
回
の
介
護
保
険
制
度

改
正
の
趣
旨
で
あ
る
「
保
険
者

（
市
町
村
）
機
能
の
強
化
」
に

よ
り
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
市
町
村
自

ら
が
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
育

成
や
指
導
、
支
援
に
関
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
法
改
正
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
次
の
事

務
事
業
に
影
響
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

⑴
　
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
指
定
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定

⑵
　
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
指
定
に
関
す
る
事
前
相
談
、

指
定
申
請
書
の
提
出
、
指
定
後

の
各
種
届
出
等

⑶
　
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
、
介
護
報
酬
に
関

す
る
基
準
を
指
定
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
が
満
た
し
た
上
で
、

適
正
に
介
護
報
酬
の
請
求
が
な

さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
検
査

⑷
　
指
導
監
査
の
実
施

【
厚
生
労
働
省
令
の
改
正
】

町
は
、
北
海
道
が
定
め
る
北

海
道
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
以

下
「
北
海
道
条
例
」
と
い
う
。）

を
準
拠
し
た
条
例
制
定
に
向
け

た
準
備
を
行
っ
て
い
た
が
、
当

委
員
会
の
調
査
中
（
平
成
30
年

１
月
18
日
）
に
国
の
指
定
居
宅

介
護
の
支
援
の
基
準
（
従
う
べ

き
基
準
）
に
改
正
が
お
こ
な
わ

れ
、
次
の
点
が
改
正
さ
れ
た
。

⑴
　
従
う
べ
き
基
準
に
、
訪
問

回
数
の
多
い
利
用
者
へ
の
対
応

が
新
た
に
追
加

⑵
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
き
た
障
が
い
者
が
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
障
害
福
祉
制
度
の
相

談
支
援
専
門
員
と
の
密
接
な
連

携
を
促
進
す
る
た
め
、
指
定
居

宅
介
護
事
業
者
が
特
定
相
談
支

援
事
業
者
と
の
連
携
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
旨
を
明
確
化
す
る

改
正

⑶
　
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

で
あ
る
こ
と
を
管
理
者
の
要
件

と
す
る
（
経
過
措
置
あ
り
）

⑷
　
利
用
者
と
の
契
約
に
あ
た

り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

紹
介
を
複
数
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
説
明
の
義
務

⑸
　
入
院
時
に
お
け
る
医
療

機
関
と
の
連
携
促
進
の
た
め
、

入
院
時
に
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
氏
名
等
を
提
供
す
る

よ
う
依
頼
す
る
こ
と
の
義
務
化

⑹
　
末
期
の
悪
性
腫
瘍
の
利
用

者
に
対
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
趣
旨
の
一
部
改
正

⑺
　
利
用
者
の
口
腔
に
関
す
る

問
題
や
服
薬
状
況
等
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
把
握
し
た
利
用

者
の
情
報
を
主
治
の
医
師
等
に

情
報
伝
達
を
行
う
義
務

⑻
　
訪
問
回
数
の
多
い
利
用
者

へ
の
対
応
の
追
加

⑼
　
利
用
者
が
医
療
系
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
希
望
し
て
い
る
場

合
、
主
治
の
医
師
等
の
意
見
を

求
め
、
主
治
の
医
師
等
に
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
交
付
す
る
こ
と
の
義

務
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
北
海
道

条
例
の
定
め
に
国
で
示
し
た
基

準
（
従
う
べ
き
基
準
）
を
網
羅

し
た
条
例
を
３
月
定
例
会
に
提

案
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

委
員
か
ら
は
、
訪
問
回
数
の

多
い
基
準
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
全
国
平
均
利
用
回
数
＋
２

標
準
偏
差
と
さ
れ
て
お
り
、
平

成
30
年
４
月
に
国
が
定
め
、
そ

の
部
分
に
つ
い
て
は
同
年
10
月

か
ら
施
行
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

４
．
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

つ
い
て

【
高
齢
者
及
び
要
介
護
・
要
支

援
者
数
の
推
移
】

総
人
口
及
び
高
齢
者
人
口
は
、

ほ
ぼ
計
画
通
り
に
推
移
し
て
き

た
が
、
認
定
者
数
は
計
画
を
下

回
る
実
績
と
な
っ
て
い
る
。
要

介
護
度
別
の
内
訳
は
、
第
６
期

計
画
期
間
内
を
通
じ
て
要
介
護

２
及
び
要
介
護
５
は
計
画
を
上

回
り
、
要
介
護
１
、
要
介
護
３

及
び
要
介
護
４
は
計
画
を
下
回

る
実
績
と
な
り
︿
表
２
﹀
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
る
。

【
計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

平
成
29
年
７
月
か
ら
平
成
30�

年
３
月
ま
で
を
期
間
と
し
て
、

各
項
目
の
実
施
時
期
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
る
。

１
．
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票

の
発
送
と
回
収
を
８
月
中
に
、

結
果
の
集
計
、
分
析
を
９
月
か

ら
10
月
ま
で
に
実
施
。

２
．
現
行
計
画
施
策
実
施
状
況

調
査
を
９
月
に
行
い
、
10
月
26

〈表１〉町内の居宅介護支援事業所

事　業　所　名 所　在　地 法　人　名
１ ケアプランセンターあかまつ 本町４丁目６－１０ 医療法人社団　健和会
２ ケアプランセンターそよかぜ 本町６丁目７－１２ 有限会社　ウィズ
３ ケアプランふれあい 本町４丁目１１－１５ 株式会社　スローライフ
４ 介護プランセンターしゃきょう 字中野２１０－２ 社会福祉法人　七飯町社会福祉協議会
５ ケアプランセンターゆうりん 鳴川３丁目２４－１９ 社会福祉法人　七飯有隣会
６ ケアサポートこのか 本町２丁目２９－９ 合同会社　ケアサポートこのか
７ 医療法人社団慈友会　望ヶ丘医院 大川３丁目５－２８ 医療法人社団　慈友会
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28

日
に
第
１
回
策
定
委
員
会
を
開

催
し
て
い
る
。

３
．
基
礎
調
査
結
果
整
理
及
び

報
告
を
11
月
20
日
開
催
の
第
２

回
策
定
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
。

４
．
計
画
骨
子
案
の
検
討
を
12

月
25
日
に
第
３
回
策
定
委
員
会

で
行
っ
て
い
る
。

５
．
計
画
素
案
の
検
討
を
１
月

に
第
４
回
策
定
委
員
会
で
行
い
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
２
月
９
日
か
ら
３
月
９

日
ま
で
実
施
し
て
い
る
。

【
現
計
画
の
進
捗
状
況
】

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

費
を
対
計
画
比
で
み
る
と
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
は
計
画
を
上
回
る

実
績
が
多
く
、
特
に
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
績
が
大

き
く
伸
び
て
い
る
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で
は

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
が
計
画
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
ほ
か
、
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
及
び
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

生
活
介
護
は
実
績
が
計
画
を
上

回
り︿
表
３
﹀の
と
お
り
と
な
っ

て
い
る
。

〈表２〉第６期介護保険事業における対象者の計画値と実績値

計�画�値　(人) 実�績�値　(人) 対�計�画�比　(％）

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

総 人 口 ２８，６１４ ２８，４８６ ２８，３３６ ２８，６１０ ２８，４７３ ２８，５７３ １００．０％ １００．０％ １００．８％

高 齢 者 人 口 ８，８３３ ９，０４６ ９，０４６ ８，８５８ ９，０４８ ９，２６７ １００．３％ １００．０％１０２．４％

高 齢 化 率 (％) ３０．９％ ３１．８％ ３１．９％ ３１．０％ ３１．８％ ３２．４％ １００．３％ １００．１％ １０１．６％

認 定 者 数 計 １，７２７ １，８４９ １，９９５ １，７０８ １，７３４ １，７７０ ９８．９％ ９３．８％ ８７．９％

要 支 援
１ ２１８ １９５ １９７ ２４４ １８７ １７６ １１１．９％ ９５．９％ ８９．３％

２ ２９５ ３５２ ３８３ ３００ ３４２ ３３１ １０１．７％ ９７．２％ ８６．４％

要 介 護

１ ４５７ ５１４ ５７５ ３７３ ３７８ ３８１ ８１．６％ ７３．５％ ６６．３％

２ ２１５ ２２５ ２３７ ２５２ ２５５ ３００ １１７．２％ １１３．３％ １２６．６％

３ ２１９ ２３０ ２４８ ２１５ ２１７ ２０７ ９８．２％ ９４．３％ ８３．５％

４ １９０ ２０６ ２３２ １６４ １７７ １８９ ８６．３％ ８５．９％ ８１．５％

５ １３３ １２７ １２３ １６０ １７８ １８６ １２０．３％１４０．２％ １５１．２％

要支援構成比（％） ２９．７％ ２９．６％ ２９．１％ ３１．９％ ３０．５％ ２８．６％ １０７．２％ １０３．１％ ９８．４％

要介護構成比（％） ７０．３％ ７０．４％ ７０．９％ ６８．１％ ６９．５％ ７１．４％ ９６．９％ ９８．７％ １００．６％

〈表３〉介護保険サービス別給付費（予防給付＋介護給付）

計�画�値　(千円) 実�績�値　(千円) 対計画比　(％）

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２７年度

平成
２８年度

居宅サービス ９５４，２３６１，０３５，３２８ ９３２，９００ ９６４，２６７ ９９６，５６２ １０１．１％ ９６．３％

訪 問 介 護 １８５，４５０ ２００，０３４ １７５，５６４ １９４，９５７ １９７，２９８１０５．１％ ９８．６％

訪 問 入 浴 介 護 ４，１３４ ４，４６６ ４，８４４ ４，２９７ ４，７０８１０３．９％１０５．４％

訪 問 看 護 １９，８９９ １９，９８３ ２２，３０７ ２２，８１７ ２７，６４６１１４．７％１３８．３％

訪問リハビリテーション ２，３３６ ２，７２０ ２，８７２ ４，３４５ ６，２３８１８６．０％２２９．３％

居 宅 療 養 管 理 指 導 １，５７２ １，６７７ １，７４７ １，２０５ １，３５２ ７６．７％ ８０．６％

通 所 介 護 ２２５，７７１ ２６１，４３６ １７６，５０２ ２１８，４４８ １９５，３１８ ９６．８％ ７４．７％

通所リハビリテーション １８４，９３５ ２００，９６８ ２０４，６９０ １５２，５１３ １６２，７６１ ８２．５％ ８１．０％

短 期 入 所 生 活 介 護 ５２，４６７ ５４，４４２ ５６，２７４ ６４，９９５ ７６，４９２１２３．９％１４０．５％

短期入所療養介護（老健） ３，７６６ ３，７７６ ３，９５５ ４，４８２ ５，１６６１１９．０％１３６．８％

短期入所療養介護（病院等） ０ ０ ０ ４０ ４３８ － －

福 祉 用 具 貸 与 ４２，６６２ ４５，５８８ ４７，９９３ ４３，７３０ ４８，９５７１０２．５％１０７．４％

特 定 福 祉 用 具 販 売 ２，８８１ ３，０６１ ３，１５５ ２，９０４ ２，７０９１００．８％ ８８．５％

住 宅 改 修 １２，３６５ １３，１５５ １４，０８６ １０，２７５ １０，９６４ ８３．１％ ８３．３％

特定施設入居者生活介護 １１３，４３０ １１３，２１０ １１３，２１０ １３４，１０８ １４３，１５８１１８．２％１２６．５％

介護予防支援・居宅介護支援 １０２，５６８ １１０，８１２ １０５，７０１ １０５，１５１ １１３，３５７１０２．５％１０２．３％

地域密着型サービス ５３２，０３７ ６４７，９１２ ６７３，４４０ ５１０，１３１ ５３５，５７５ ９５．９％ ８２．７％

定期巡回・随時対応型
訪 問 介 護 看 護

５，５５５ １２，１５６ １７，２０７ １４，１６６ ２６，７８９２５５．０％２２０．４％

認知症対応型通所介護 １７，９２０ １７，８５２ １８，３５９ ２３，３３９ ２１，０７９１３０．２％ １１８．１％

小規模多機能型居宅介護 １５１，５６０ １５８，０８０ １６４，０５４ １１２，２５３ １００，８２６ ７４．１％ ６３．８％

認知症対応型共同生活介護 ２７５，９９２ ２８４，７６８ ２９３，６８５ ２６７，３８２ ２６３，５４０ ９６．９％ ９２．５％

地域密着型介護老人福祉施設
入 所 者 生 活 介 護

８１，０１０ ８０，８５３ ８０，８５３ ９２，９９１ ９４，７６５１１４．８％ １１７．２％

地 域 密 着 型 通 所 介 護 ０ ９４，２０３ ９９，２８２ － ２８，５７６ － ３０．３％

施設サービス ６８８，９５９ ６８７，９８０ ６８７，９８０ ６６５，９４３ ７１４，７２５ ９６．７％１０３．９％

介 護 老 人 福 祉 施 設 ２３６，８０６ ２３６，３４８ ２３６，３４８ ２３０，３５６ ２３０，６９２ ９７．３％ ９７．６％

介 護 老 人 保 健 施 設 ４０１，８６０ ４０１，０８３ ４０１，０８３ ３８０，０４６ ４２６，２３６ ９４．６％１０６．３％

介 護 療 養 型 医 療 施 設 ５０，２９３ ５０，５４９ ５０，５４９ ５５，５４１ ５７，７９７１１０．４％ １１４．３％

合　　計 ２，１７５，２３２２，３７１，２２０２，２９４，３２０２，１４０，３４３２，２４６，８６２ ９８．４％ ９４．８％

七飯町　議会だより

増
や
そ
う
資
源
！

29

【
新
計
画
の
素
案
】

七
飯
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
（
以
下
「
第
７
期
計
画
」
と

い
う
。）
は
、
７
つ
の
章
立
て

と
な
っ
て
い
る
。

「
第
１
章
　
計
画
策
定
の
基
本

事
項
」
で
は
、
①
計
画
策
定
の

目
的
、
②
計
画
の
根
拠
と
位
置

づ
け
、
③
計
画
の
期
間
、
④
策

定
体
制
、
⑤
日
常
生
活
圏
域

の
設
定
、
⑥
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
お
り
、
第
７
期
計
画
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
な
る
、

２
０
２
５
年（
平
成
37
年
）に
向

け
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
」

と
し
て
、
第
５
期
で
開
始
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
実
現
の
た
め
の

方
向
性
を
継
承
し
つ
つ
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
深
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

「
第
２
章
　
当
町
の
高
齢
者
の

状
況
」
で
は
、
①
総
人
口
の
推

移
、
②
地
区
別
人
口
、
③
世
帯

数
の
推
移
、
④
認
定
者
の
推
移

と
し
て
お
り
、
総
人
口
の
減
少

が
平
成
29
年
は
増
加
に
転
じ
て

い
る
が
、高
齢
化
率
は
32
．４
％

と
な
っ
て
い
る
。

「
第
３
章
　
第
６
期
計
画
の
推

進
状
況
と
課
題
」
で
は
、
①
全

施
策
の
点
検
、
②
介
護
保
険
事

業
、
③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

分
か
る
課
題
と
し
て
お
り
、
各

項
目
に
お
け
る
計
画
値
と
実
績

の
比
較
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
増

加
に
伴
い
、
給
付
費
が
増
加
し
、

平
成
25
年
度
で
は
22
億
４
千
万

円
に
上
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
在
宅
介
護
の
希
望
が
多
く
、

移
送
サ
ー
ビ
ス
や
外
出
同
行
の

ニ
ー
ズ
が
力
を
入
れ
る
べ
き
施

策
と
な
っ
て
い
る
。
不
安
を
感

じ
る
介
護
は
、
認
知
症
へ
の
対

応
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

「
第
４
章
　
計
画
の
基
本
的
な

方
向
」
で
は
、
①
基
本
理
念
、

②
施
策
体
系
、
③
計
画
の
推
進

体
制
と
し
て
お
り
、
基
本
理
念

と
し
て
「
い
つ
ま
で
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
支
え
合
っ
て
元
気

に
暮
ら
す
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」

と
定
め
て
い
る
。

「
第
５
章
　
推
進
す
る
施
策
」

で
は
、「
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
」、「
介
護
が
必
要

と
な
っ
て
も
大
丈
夫
な
ま
ち
」、

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

の
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。

「
第
６
章
　
計
画
に
お
け
る
目

標
設
定
」
で
は
、
高
齢
者
に
関

わ
る
事
業
の
数
値
目
標
、
自
立

支
援
・
重
度
化
防
止
の
取
組
目

標
、
介
護
給
付
適
正
化
の
取
組

目
標
を
定
め
て
い
る
。

「
第
７
章
　
介
護
保
険
事
業
の

見
込
み
」
で
は
、
①
将
来
推
計
、

②
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
の
推
計
、

③
介
護
保
険
料
の
算
定
と
し
て

お
り
、
被
保
険
者
数
及
び
要
介

護
認
定
者
は
３
カ
年
い
ず
れ
も

増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
総
給
付
費
も
増
加
す

る
見
込
み
で
︿
表
４
﹀
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
、
介
護
保

険
料（
月
額
）
の
基
準
額
は
５
，

６
０
０
円
を
予
定
し
て
い
る
。

５
．
ま
と
め

居
宅
介
護
事
業
所
指
定
権
限

の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
北
海
道

条
例
の
定
め
に
国
で
示
し
た
基

準
（
従
う
べ
き
基
準
）
を
網
羅

し
た
条
例
を
制
定
し
、
今
後
は

町
が
責
任
を
も
っ
て
指
定
事
務

や
事
業
所
の
指
導
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
な
る
が
、
質
の
高
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
更
な
る
努
力
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て
は
、
度
重
な
る
介
護
保
険

制
度
改
正
に
対
応
し
な
が
ら
、

当
町
で
も
平
成
30
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
の
３
カ
年
を
計
画
期

間
と
す
る
第
７
期
計
画（
素
案
）

を
策
定
し
て
い
る
。

高
齢
化
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
増
に
よ
り
給
付
費
の
増

が
見
込
ま
れ
、
介
護
保
険
料
の

値
上
げ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
増

額
の
理
由
を
広
報
等
に
よ
り
町

民
へ
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

議会事務局からのお願い

◇送り先　七飯町本町６丁目１番１号
　　　　　七飯町議会議長　あて

◇電　話　６５－５９４７（直通）

　議長あての文書や案内状は、日程の調整をする必要が

ありますので直接議会事務局にお送り下さい。

議長あての文書は直接議会事務局へ送付して下さい。

表　彰
町村議会議員として地方自治の振興発展に寄与し、
その功績が認められ、次の方々が表彰されました。

※渡島町村議会議長会表彰　【議員10年以上】

平　松　俊　一　議員
佐　野　史　人　議員
青　山　金　助　議員

長谷川　生　人　議員
坂　本　　　繁　議員

平成３０年第１回　定例会出席状況一覧表

第
１
回
定
例
会

開会日

横
田
　
有
一

川
村
　
主
税

小
松
　
義
光

上
野
　
武
彦

平
松
　
俊
一

畑
中
　
静
一

中
島
　
勝
也

佐
野
　
史
人

木
下
　
　
敏

青
山
　
金
助

長
谷
川
生
人

川
上
　
弘
一

池
田
　
誠
悦

坂
本
　
　
繁

中
川
　
友
規

神
﨑
　
和
枝

坂
田
　
邦
彦

３月　５日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月　６日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月　７日 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月　８日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月１２日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　※判定　○ =出席、× =欠席、△ =遅参・早退・中座、公 =公務、忌 =忌引

　

第
１
回
定
例
会
の

会
議
録
は
、
５
月
下

旬
以
降
に
議
会
事
務

局
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〈表４〉総給付費の見込み （単位：千円）

実　績　値 見�込�み 推　計　値

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

介護給付事業費 １，９９８，７６１ ２，０９７，１０９ ２，１５１，５５５ ２，２４３，１５１ ２，３００，７６２ ２，３７６，７９９

予防給付事業費 １４１，５８２ １４９，７５３ １２６，７０６ ８４，６７９ ８７，９１９ ８９，６７０

総 給 付 費 ２，１４０，３４３ ２，２４６，８６２ ２，２７８，２６１ ２，３２７，８３０ ２，３８８，６８１ ２，４６６，４６９
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減
ら
そ
う
ゴ
ミ
！

28

日
に
第
１
回
策
定
委
員
会
を
開

催
し
て
い
る
。

３
．
基
礎
調
査
結
果
整
理
及
び

報
告
を
11
月
20
日
開
催
の
第
２

回
策
定
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
。

４
．
計
画
骨
子
案
の
検
討
を
12

月
25
日
に
第
３
回
策
定
委
員
会

で
行
っ
て
い
る
。

５
．
計
画
素
案
の
検
討
を
１
月

に
第
４
回
策
定
委
員
会
で
行
い
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
２
月
９
日
か
ら
３
月
９

日
ま
で
実
施
し
て
い
る
。

【
現
計
画
の
進
捗
状
況
】

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
給
付

費
を
対
計
画
比
で
み
る
と
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
は
計
画
を
上
回
る

実
績
が
多
く
、
特
に
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
績
が
大

き
く
伸
び
て
い
る
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
で
は

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
が
計
画
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
ほ
か
、
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
及
び
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

生
活
介
護
は
実
績
が
計
画
を
上

回
り︿
表
３
﹀の
と
お
り
と
な
っ

て
い
る
。

〈表２〉第６期介護保険事業における対象者の計画値と実績値

計�画�値　(人) 実�績�値　(人) 対�計�画�比　(％）

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

総 人 口 ２８，６１４ ２８，４８６ ２８，３３６ ２８，６１０ ２８，４７３ ２８，５７３ １００．０％ １００．０％ １００．８％

高 齢 者 人 口 ８，８３３ ９，０４６ ９，０４６ ８，８５８ ９，０４８ ９，２６７ １００．３％ １００．０％１０２．４％

高 齢 化 率 (％) ３０．９％ ３１．８％ ３１．９％ ３１．０％ ３１．８％ ３２．４％ １００．３％ １００．１％ １０１．６％

認 定 者 数 計 １，７２７ １，８４９ １，９９５ １，７０８ １，７３４ １，７７０ ９８．９％ ９３．８％ ８７．９％

要 支 援
１ ２１８ １９５ １９７ ２４４ １８７ １７６ １１１．９％ ９５．９％ ８９．３％

２ ２９５ ３５２ ３８３ ３００ ３４２ ３３１ １０１．７％ ９７．２％ ８６．４％

要 介 護

１ ４５７ ５１４ ５７５ ３７３ ３７８ ３８１ ８１．６％ ７３．５％ ６６．３％

２ ２１５ ２２５ ２３７ ２５２ ２５５ ３００ １１７．２％ １１３．３％ １２６．６％

３ ２１９ ２３０ ２４８ ２１５ ２１７ ２０７ ９８．２％ ９４．３％ ８３．５％

４ １９０ ２０６ ２３２ １６４ １７７ １８９ ８６．３％ ８５．９％ ８１．５％

５ １３３ １２７ １２３ １６０ １７８ １８６ １２０．３％１４０．２％ １５１．２％

要支援構成比（％） ２９．７％ ２９．６％ ２９．１％ ３１．９％ ３０．５％ ２８．６％ １０７．２％ １０３．１％ ９８．４％

要介護構成比（％） ７０．３％ ７０．４％ ７０．９％ ６８．１％ ６９．５％ ７１．４％ ９６．９％ ９８．７％ １００．６％

〈表３〉介護保険サービス別給付費（予防給付＋介護給付）

計�画�値　(千円) 実�績�値　(千円) 対計画比　(％）

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２９年度

平成
２７年度

平成
２８年度

平成
２７年度

平成
２８年度

居宅サービス ９５４，２３６１，０３５，３２８ ９３２，９００ ９６４，２６７ ９９６，５６２ １０１．１％ ９６．３％

訪 問 介 護 １８５，４５０ ２００，０３４ １７５，５６４ １９４，９５７ １９７，２９８１０５．１％ ９８．６％

訪 問 入 浴 介 護 ４，１３４ ４，４６６ ４，８４４ ４，２９７ ４，７０８１０３．９％１０５．４％

訪 問 看 護 １９，８９９ １９，９８３ ２２，３０７ ２２，８１７ ２７，６４６１１４．７％１３８．３％

訪問リハビリテーション ２，３３６ ２，７２０ ２，８７２ ４，３４５ ６，２３８１８６．０％２２９．３％

居 宅 療 養 管 理 指 導 １，５７２ １，６７７ １，７４７ １，２０５ １，３５２ ７６．７％ ８０．６％

通 所 介 護 ２２５，７７１ ２６１，４３６ １７６，５０２ ２１８，４４８ １９５，３１８ ９６．８％ ７４．７％

通所リハビリテーション １８４，９３５ ２００，９６８ ２０４，６９０ １５２，５１３ １６２，７６１ ８２．５％ ８１．０％

短 期 入 所 生 活 介 護 ５２，４６７ ５４，４４２ ５６，２７４ ６４，９９５ ７６，４９２１２３．９％１４０．５％

短期入所療養介護（老健） ３，７６６ ３，７７６ ３，９５５ ４，４８２ ５，１６６１１９．０％１３６．８％

短期入所療養介護（病院等） ０ ０ ０ ４０ ４３８ － －

福 祉 用 具 貸 与 ４２，６６２ ４５，５８８ ４７，９９３ ４３，７３０ ４８，９５７１０２．５％１０７．４％

特 定 福 祉 用 具 販 売 ２，８８１ ３，０６１ ３，１５５ ２，９０４ ２，７０９１００．８％ ８８．５％

住 宅 改 修 １２，３６５ １３，１５５ １４，０８６ １０，２７５ １０，９６４ ８３．１％ ８３．３％

特定施設入居者生活介護 １１３，４３０ １１３，２１０ １１３，２１０ １３４，１０８ １４３，１５８１１８．２％１２６．５％

介護予防支援・居宅介護支援 １０２，５６８ １１０，８１２ １０５，７０１ １０５，１５１ １１３，３５７１０２．５％１０２．３％

地域密着型サービス ５３２，０３７ ６４７，９１２ ６７３，４４０ ５１０，１３１ ５３５，５７５ ９５．９％ ８２．７％

定期巡回・随時対応型
訪 問 介 護 看 護

５，５５５ １２，１５６ １７，２０７ １４，１６６ ２６，７８９２５５．０％２２０．４％

認知症対応型通所介護 １７，９２０ １７，８５２ １８，３５９ ２３，３３９ ２１，０７９１３０．２％ １１８．１％

小規模多機能型居宅介護 １５１，５６０ １５８，０８０ １６４，０５４ １１２，２５３ １００，８２６ ７４．１％ ６３．８％

認知症対応型共同生活介護 ２７５，９９２ ２８４，７６８ ２９３，６８５ ２６７，３８２ ２６３，５４０ ９６．９％ ９２．５％

地域密着型介護老人福祉施設
入 所 者 生 活 介 護

８１，０１０ ８０，８５３ ８０，８５３ ９２，９９１ ９４，７６５１１４．８％ １１７．２％

地 域 密 着 型 通 所 介 護 ０ ９４，２０３ ９９，２８２ － ２８，５７６ － ３０．３％

施設サービス ６８８，９５９ ６８７，９８０ ６８７，９８０ ６６５，９４３ ７１４，７２５ ９６．７％１０３．９％

介 護 老 人 福 祉 施 設 ２３６，８０６ ２３６，３４８ ２３６，３４８ ２３０，３５６ ２３０，６９２ ９７．３％ ９７．６％

介 護 老 人 保 健 施 設 ４０１，８６０ ４０１，０８３ ４０１，０８３ ３８０，０４６ ４２６，２３６ ９４．６％１０６．３％

介 護 療 養 型 医 療 施 設 ５０，２９３ ５０，５４９ ５０，５４９ ５５，５４１ ５７，７９７１１０．４％ １１４．３％

合　　計 ２，１７５，２３２２，３７１，２２０２，２９４，３２０２，１４０，３４３２，２４６，８６２ ９８．４％ ９４．８％
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増
や
そ
う
資
源
！

29

【
新
計
画
の
素
案
】

七
飯
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
（
以
下
「
第
７
期
計
画
」
と

い
う
。）
は
、
７
つ
の
章
立
て

と
な
っ
て
い
る
。

「
第
１
章
　
計
画
策
定
の
基
本

事
項
」
で
は
、
①
計
画
策
定
の

目
的
、
②
計
画
の
根
拠
と
位
置

づ
け
、
③
計
画
の
期
間
、
④
策

定
体
制
、
⑤
日
常
生
活
圏
域

の
設
定
、
⑥
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
お
り
、
第
７
期
計
画
は
、

団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
な
る
、

２
０
２
５
年（
平
成
37
年
）に
向

け
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
」

と
し
て
、
第
５
期
で
開
始
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
実
現
の
た
め
の

方
向
性
を
継
承
し
つ
つ
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
深
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

「
第
２
章
　
当
町
の
高
齢
者
の

状
況
」
で
は
、
①
総
人
口
の
推

移
、
②
地
区
別
人
口
、
③
世
帯

数
の
推
移
、
④
認
定
者
の
推
移

と
し
て
お
り
、
総
人
口
の
減
少

が
平
成
29
年
は
増
加
に
転
じ
て

い
る
が
、高
齢
化
率
は
32
．４
％

と
な
っ
て
い
る
。

「
第
３
章
　
第
６
期
計
画
の
推

進
状
況
と
課
題
」
で
は
、
①
全

施
策
の
点
検
、
②
介
護
保
険
事

業
、
③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

分
か
る
課
題
と
し
て
お
り
、
各

項
目
に
お
け
る
計
画
値
と
実
績

の
比
較
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
増

加
に
伴
い
、
給
付
費
が
増
加
し
、

平
成
25
年
度
で
は
22
億
４
千
万

円
に
上
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
在
宅
介
護
の
希
望
が
多
く
、

移
送
サ
ー
ビ
ス
や
外
出
同
行
の

ニ
ー
ズ
が
力
を
入
れ
る
べ
き
施

策
と
な
っ
て
い
る
。
不
安
を
感

じ
る
介
護
は
、
認
知
症
へ
の
対

応
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

「
第
４
章
　
計
画
の
基
本
的
な

方
向
」
で
は
、
①
基
本
理
念
、

②
施
策
体
系
、
③
計
画
の
推
進

体
制
と
し
て
お
り
、
基
本
理
念

と
し
て
「
い
つ
ま
で
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
支
え
合
っ
て
元
気

に
暮
ら
す
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」

と
定
め
て
い
る
。

「
第
５
章
　
推
進
す
る
施
策
」

で
は
、「
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
」、「
介
護
が
必
要

と
な
っ
て
も
大
丈
夫
な
ま
ち
」、

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

の
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。

「
第
６
章
　
計
画
に
お
け
る
目

標
設
定
」
で
は
、
高
齢
者
に
関

わ
る
事
業
の
数
値
目
標
、
自
立

支
援
・
重
度
化
防
止
の
取
組
目

標
、
介
護
給
付
適
正
化
の
取
組

目
標
を
定
め
て
い
る
。

「
第
７
章
　
介
護
保
険
事
業
の

見
込
み
」
で
は
、
①
将
来
推
計
、

②
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
の
推
計
、

③
介
護
保
険
料
の
算
定
と
し
て

お
り
、
被
保
険
者
数
及
び
要
介

護
認
定
者
は
３
カ
年
い
ず
れ
も

増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
総
給
付
費
も
増
加
す

る
見
込
み
で
︿
表
４
﹀
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
、
介
護
保

険
料（
月
額
）
の
基
準
額
は
５
，

６
０
０
円
を
予
定
し
て
い
る
。

５
．
ま
と
め

居
宅
介
護
事
業
所
指
定
権
限

の
移
譲
に
つ
い
て
は
、
北
海
道

条
例
の
定
め
に
国
で
示
し
た
基

準
（
従
う
べ
き
基
準
）
を
網
羅

し
た
条
例
を
制
定
し
、
今
後
は

町
が
責
任
を
も
っ
て
指
定
事
務

や
事
業
所
の
指
導
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
な
る
が
、
質
の
高
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
更
な
る
努
力
を
望
む
も
の

で
あ
る
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て
は
、
度
重
な
る
介
護
保
険

制
度
改
正
に
対
応
し
な
が
ら
、

当
町
で
も
平
成
30
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
の
３
カ
年
を
計
画
期

間
と
す
る
第
７
期
計
画（
素
案
）

を
策
定
し
て
い
る
。

高
齢
化
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
増
に
よ
り
給
付
費
の
増

が
見
込
ま
れ
、
介
護
保
険
料
の

値
上
げ
と
な
る
こ
と
か
ら
、
増

額
の
理
由
を
広
報
等
に
よ
り
町

民
へ
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

議会事務局からのお願い

◇送り先　七飯町本町６丁目１番１号
　　　　　七飯町議会議長　あて

◇電　話　６５－５９４７（直通）

　議長あての文書や案内状は、日程の調整をする必要が

ありますので直接議会事務局にお送り下さい。

議長あての文書は直接議会事務局へ送付して下さい。

表　彰
町村議会議員として地方自治の振興発展に寄与し、
その功績が認められ、次の方々が表彰されました。

※渡島町村議会議長会表彰　【議員10年以上】

平　松　俊　一　議員
佐　野　史　人　議員
青　山　金　助　議員

長谷川　生　人　議員
坂　本　　　繁　議員

平成３０年第１回　定例会出席状況一覧表

第
１
回
定
例
会

開会日

横
田
　
有
一

川
村
　
主
税

小
松
　
義
光

上
野
　
武
彦

平
松
　
俊
一

畑
中
　
静
一

中
島
　
勝
也

佐
野
　
史
人

木
下
　
　
敏

青
山
　
金
助

長
谷
川
生
人

川
上
　
弘
一

池
田
　
誠
悦

坂
本
　
　
繁

中
川
　
友
規

神
﨑
　
和
枝

坂
田
　
邦
彦

３月　５日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月　６日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月　７日 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月　８日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月１２日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　※判定　○ =出席、× =欠席、△ =遅参・早退・中座、公 =公務、忌 =忌引

　

第
１
回
定
例
会
の

会
議
録
は
、
５
月
下

旬
以
降
に
議
会
事
務

局
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〈表４〉総給付費の見込み （単位：千円）

実　績　値 見�込�み 推　計　値

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

介護給付事業費 １，９９８，７６１ ２，０９７，１０９ ２，１５１，５５５ ２，２４３，１５１ ２，３００，７６２ ２，３７６，７９９

予防給付事業費 １４１，５８２ １４９，７５３ １２６，７０６ ８４，６７９ ８７，９１９ ８９，６７０

総 給 付 費 ２，１４０，３４３ ２，２４６，８６２ ２，２７８，２６１ ２，３２７，８３０ ２，３８８，６８１ ２，４６６，４６９




